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京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、

令
和
6
年
12
月
21
日（
土
）、「
京
都
大

学
医
学
部
附
属
病
院
開
設
1
2
5
周

年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
を
百
周
年

時
計
台
記
念
館
に
て
挙
行
し
ま
し
た
。

こ
の
記
念
行
事
は
、
医
学
部
附
属

病
院
の
前
身
で
あ
る
医
科
大
学
附
属

医
院
が
明
治
32（
1
8
9
9
）
年
に

開
設
、
診
療
が
開
始
さ
れ
て
か
ら

1
2
5
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念

し
て
挙
行
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
芝
蘭
会
各
支
部
長
を
は
じ

め
、政
府
・
地
方
自
治
体
関
係
者
、
国

会
議
員
・
京
都
府
議
会
議
員
・
京

都
市
会
議
員
、医
師
会
関
係
者
、
関

係
病
院
長
、寄
附
者
な
ど
学
外
か
ら

1
0
4
名
、
大
学
本
部
、
部
局
長
、

院
内
関
係
者
な
ど
学
内
か
ら
97
名
、

計
2
0
1
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
、
髙
折
晃
史
医
学

部
附
属
病
院
長
に
よ
る
式
辞
で
始
ま

り
ま
し
た
。
続
い
て
湊
長
博
総
長

に
よ
り
京
都
大
学
を
代
表
し
て
挨
拶

が
あ
り
、
京
都
大
学
と
医
学
部
附
属

病
院
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も

に
、
現
在
、
大
学
・
医
学
部
附
属
病

院
と
も
に
様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
る
旨
説
明
さ
れ
、
出
席
者
に
対

す
る
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
奥
野
真
文
部
科
学
省
大

臣
官
房
審
議
官
の
代
読
に
よ
る
、
伊

藤
学
司
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局

長
の
祝
辞
、
鈴
木
一
弥
京
都
府
副

知
事
の
代
読
に
よ
る
、
西
脇
隆
俊

京
都
府
知
事
の
祝
辞
、
池
田
雄
史

京
都
市
保
健
福
祉
局
医
務
担
当
局

長
・
保
健
所
長
の
代
読
に
よ
る
、
松

井
孝
治
京
都
市
長
の
祝
辞
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
、
医
学
部
附
属
病
院
と
の

こ
れ
ま
で
の
関
わ
り
が
述
べ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
今
後
へ
の
期
待
の
言
葉

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
来
賓
紹
介
、
祝
電
・

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露
を
経
て
、

記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
は
じ
め

に
、
髙
橋
淳
i
P
S
細
胞
研
究
所

長
に
よ
り
、「
神
経
再
生
研
究
の
総

括
と
展
望
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
、

ご
自
身
の
学
生
生
活
か
ら
再
生
医
療

に
携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
、
主

な
対
象
疾
患
で
あ
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
、
さ
ら
に
は
i
P
S
細
胞
を
用
い

た
脳
梗
塞
治
療
な
ど
に
つ
い
て
、
熱

く
語
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
元
当
院
病
院
長
の
稲
垣

暢
也
公
益
財
団
法
人
田
附
興
風
会

医
学
研
究
所
北
野
病
院
理
事
長
に
よ

り
、「
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院

の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
へ

の
期
待
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
、

当
院
が
設
置
さ
れ
た
経
緯
を
は
じ
め

と
し
た
当
院
の
1
2
5
年
に
亘
る
歴

史
、
そ
の
背
景
に
あ
る
医
学
の
発
展

を
振
り
返
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
超

高
齢
・
少
子
化
社
会
を
踏
ま
え
た
当

院
に
期
待
す
る
役
割
な
ど
、
多
く
の

写
真
・
図
表
と
と
と
も
に
分
か
り
や

す
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
終
了
後
は
、
会
場
を
百

周
年
記
念
ホ
ー
ル
か
ら
国
際
交
流
ホ

ー
ル
に
移
し
て
、
祝
賀
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

祝
賀
会
は
、
髙
折
病
院
長
に
よ

る
挨
拶
で
始
ま
り
、
濱
島
高
志
京

都
府
医
師
会
副
会
長
の
代
読
に
よ
る
、

松
井
道
宣
京
都
府
医
師
会
長
の
祝

辞
、
佐
和
貞
治
京
都
府
立
医
科
大

学
附
属
病
院
長
の
祝
辞
、
田
中
俊
宏

滋
賀
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長

の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
鏡
開
き
を
行
い
、
奥
野
大
臣

官
房
審
議
官
、
服
部
泰
直
大
学
改

革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
長
、
湊
総

長
、
石
川
冬
木
副
学
長
、
伊
佐
正

医
学
研
究
科
長
、
及
び
髙
折
病
院
長

の
6
名
に
よ
り
、「
よ
い
し
ょ
!

よ

い
し
ょ
!

よ
い
し
ょ
!

」
の
発
声

と
と
も
に
木
槌
が
振
り
下
ろ
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
伊
佐
研
究
科
長
に
よ
る
乾

杯
の
発
声
の
も
と
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
祝
宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
1
2
5
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
外
来
診
療
棟
正
面

玄
関
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
エ
リ
ア
を
飾
っ

て
い
た
、
医
科
大
学
附
属
医
院
本
館

な
ど
新
旧
合
わ
せ
た
建
物
写
真
12
枚

の
展
示
パ
ネ
ル
を
移
設
し
、
参
加

者
の
話
題
づ
く
り
に
一
役
買
っ
て

い
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
記
念
式
典
・
祝
賀

会
を
含
む
病
院
開
設
1
2
5
周
年
記

念
事
業
の
責
任
者
で
あ
る
妹
尾
浩

副
病
院
長
に
よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

＊

こ
の
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
は
、

開
設
か
ら
1
2
5
年
に
亘
り
、
日

本
の
そ
し
て
世
界
の
最
先
端
の
医
療

を
担
う
病
院
と
し
て
た
ゆ
ま
ず
歩
ん

で
き
た
医
学
部
附
属
病
院
に
つ
い
て
、

学
内
外
の
関
係
者
と
と
も
に
振
り
返

る
節
目
の
場
と
な
っ
た
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
1
0
0
年
後
の
当
院
の
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
か

く
も
盛
大
な
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を

挙
行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

記
念
式
典

祝
賀
会
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が
ん
免
疫
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

B
ristol

M
yers

Squibb

棟

（
以
下
「
B
M
S
棟
」）
が
竣
工
し
た

こ
と
を
記
念
し
、
2
0
2
4
年
11
月

12
日
に
開
所
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
所
式
に
先
立
ち
、
湊
長
博
総

長
、
本
庶
佑
が
ん
免
疫
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
長
、
伊
佐
正
医
学
研
究

科
長
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ス
ギ
ノ
ブ
リ
ス

ト
ル
・マ
イ
ヤ
ー
ズ
ス
ク
イ
ブ
株
式
会

社
代
表
取
締
役
社
長
、
建
築
家
の
安

藤
忠
雄
氏
に
よ
る
記
者
会
見
を
行
い

ま
し
た
。

湊
総
長
は
、「
こ
の
新
し
い
が
ん

免
疫
療
法
発
祥
の
地
で
、
基
礎
か
ら

臨
床
に
わ
た
る
多
く
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
が
共
同
し
、
が
ん
免
疫
の
新
し
い

地
平
を
開
拓
し
て
、
が
ん
に
苦
し
む

世
界
中
の
多
く
の
人
々
の
救
命
と
生

活
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、
よ
り
一

層
の
貢
献
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

心
か
ら
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま

し
た
。
本
庶
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
が

ん
免
疫
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
開
所

式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
感
無
量
で

ご
ざ
い
ま
す
。
心
ゆ
く
ま
で
安
藤
建

築
と
科
学
の
融
合
の
真
髄
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

＊

午
後
か
ら
は
、
B
M
S
棟
に
て
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
お
よ
び
ド
ナ
ー
プ
レ

ー
ト
除
幕
式
を
行
い
、
新
研
究
棟
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
B
M
S
棟
内
の
「
ニ
ト

リ
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
開
所
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。
開
所
式
に
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
も
含
め
て
、
国
内
外
の

研
究
機
関
等
か
ら
約
2
5
0
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
湊
総
長
、
伊
佐

研
究
科
長
そ
し
て
本
庶
セ
ン
タ
ー
長

か
ら
の
開
会
挨
拶
の
後
、
来
賓
か
ら

が
ん
免
疫
研
究
の
発
展
へ
の
期
待
を

込
め
た
祝
辞
が
あ
り
、
続
い
て
、
本

庶
セ
ン
タ
ー
長
に
寄
せ
ら
れ
た
患
者

か
ら
の
手
紙
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

湊
総
長
は
、「
新
設
さ
れ
た
素
晴

ら
し
い
研
究
施
設
で
、
本
庶
教
授
を

リ
ー
ダ
ー
と
す
る
多
く
の
、
特
に
若

手
の
次
世
代
研
究
者
が
、
が
ん
免
疫

研
究
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て

道
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
を
心
か

ら
期
待
し
、
京
都
大
学
と
し
て
も
最

大
限
の
支
援
を
尽
く
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。
本
庶
セ
ン
タ
ー
長
は
、
新
棟

開
設
を
支
援
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
へ

の
感
謝
を
繰
り
返
し
述
べ
る
と
と
も

に
、「
2
0
5
0
年
ま
で
に
、
人
類

を
救
う
が
ん
治
療
法
の
開
発
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
。
私
た
ち

の
今
後
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
国
内

外
の
が
ん
研
究
者
に
よ
る
闊
達
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
所
式
後
に
行
わ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
来

賓
に
よ
る
祝
辞
に
続
い
て
鏡
開
き
を

行
い
ま
し
た
。
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
参
加
者
が
交
流
を
深
め
ら

れ
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
な
か
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、

2
0
2
4
年
10
月
17
日
に
、「
令
和

6
年
度
京
大
関
係
病
院
長
協
議
会
定

例
総
会
」
を
芝
蘭
会
館
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

本
協
議
会
は
、
同
会
員
で
あ
る
関

係
病
院
長
が
親
睦
を
深
め
る
と
と
も

に
、
医
学
の
進
歩
と
発
達
お
よ
び
病

院
経
営
の
合
理
化
を
企
画
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
定
例
総
会
を
年
1

回
開
催
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
学

内
外
か
ら
あ
わ
せ
て
1
1
0
名
余
り

が
参
加
し
ま
し
た
。

定
例
総
会
で
は
、
髙
折
晃
史
医

学
部
附
属
病
院
長
の
開
会
挨
拶
、

「
京
大
病
院
の
現
状
に
つ
い
て
」
の

報
告
の
あ
と
、
矢
部
大
介
同
教
授

（
糖
尿
病
・
内
分
泌
・
栄
養
内
科
長
）、

増
田
慎
三
同
教
授
（
乳
腺
外
科
長
）、

加
藤
源
太
同
特
定
教
授
（
病
床
運

営
管
理
部
長
）、
池
口
良
輔
同
教
授

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長
）、
廣

田
誠
同
教
授
（
歯
科
口
腔
外
科
長
）、

松
本
理
器
同
教
授
（
脳
神
経
内
科

長
）よ
り
、
新
任
者
挨
拶
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、
医
師
の
働
き
方
改
革
へ

の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
、
髙

折
病
院
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

な
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
妹
尾
浩
副
病
院
長
、
足
立

壯
一
滋
賀
県
立
総
合
病
院
長
、
寺

井
章
人
倉
敷
中
央
病
院
長
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
行
わ
れ
た
の
ち
、

質
疑
応
答
で
は
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
武
藤
学
医
学
部
附
属

病
院
教
授（
腫
瘍
内
科
長
）よ
り
京
大

病
院
治
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
進
捗
状
況
、
髙

折
病
院
長
よ
り
京
大
病
院
1
2
5
周

年
記
念
事
業
お
よ
び
ド
ナ
ル
ド
・
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
京
都
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
充
実
し
た
定
例
総

会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

京
大
関
係
病
院
長
協
議
会

定
例
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

が
ん
免
疫
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の

開
所
式
を
開
催
し
ま
し
た

パネルディスカッションの質疑応答では活発な意見交換がなされた

左から、安藤氏、スギノ代表取締役社長、湊総長、本庶センター長、伊佐研究科長

左から、伊佐研究科長、スギノ代表取締役社長、湊総長、松浦重和文部科学省大臣官房審
議官（研究振興局および高等教育政策連携担当）、安藤氏、本庶センター長

総合司会
ジャーナリストの
国谷裕子氏

左から、伊佐研究科長、檜山義雄 JCR ファーマ株式会社取締役常務執行
役員、井村裕夫 神戸医療産業都市推進機構名誉理事長、似鳥昭雄 株式会
社ニトリホールディングス代表取締役会長、湊総長

松浦大臣官房審議官

後藤由季子
東京大学教授

スギノ代表取締役社長

Ashok Venkitaraman 
シンガポール国立大学教授

安藤忠雄氏

Viktoria Li 
駐日スウェーデン大使

間野博行 国立がん
研究センター研究所長

Mien-Chie Hung
中国医薬大学長

山中伸弥 iPS 細胞
研究所名誉所長・教授

石田靖雅 奈良先端科学
技術大学院大学准教授

（ビデオメッセージ）

ݟ会ऀه

ςʔϓ
Χοτ

υφʔ
ϓϨʔτ
আນࣜ

ύωϧ
σΟεΧογϣϯ

։͖ڸ

དྷෂޚ

妹尾副病院長 髙折病院長足立病院長
（滋賀県立総合病院）

寺井病院長
（倉敷中央病院）
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暖
か
な
日
差
し
を
感
じ
、
萌
ゆ
る

蕾
に
来
る
桜
の
開
花
を
予
感
す
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

本
日
は
卒
業
式
及
び
校
友
会
主
催

の
祝
賀
会
を
開
催
い
た
だ
い
た
こ
と

に
卒
業
生
一
同
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
ご
来
賓
の
方
々
、
保
護
者

の
皆
様
に
は
ご
多
忙
の
中
ご
臨
席
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

思
い
返
せ
ば
、
今
、
我
々
が
お
り

ま
す
芝
蘭
会
館
に
は
、
学
生
生
活
の

節
目
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
集
合

し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
大
学

入
試
面
接
試
験
の
待
機
室
に
始
ま
り
、

入
学
式
後
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
臨
床
実
習
開
始
時
の

白
衣
式
、
臨
床
実
習
前
後

の
O
S
C
E
、
そ
し
て
本

日
の
卒
業
式
、
い
ず
れ
の

時
も
、
緊
張
、
喜
び
、
畏

れ
、
そ
し
て
期
待
の
入
り

交
じ
っ
た
感
情
を
表
情
の

奥
に
隠
し
な
が
ら
こ
の
場

に
座
っ
て
い
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

一
昔
前
に
は
盛
ん
に
、

今
で
も
時
々
、
大
学
生
の

時
期
の
こ
と
を
モ
ラ
ト

リ
ア
ム
と
称
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
大
学
生
の
立

場
は
あ
り
が
た
い
も
の
で
、

小
さ
な
失
敗
に
は
目
を
瞑

っ
て
も
ら
え
て
、
大
き
な

失
敗
に
は
周
り
か
ら
の
指

導
を
い
た
だ
け
て
、
頓
珍

漢
な
質
問
に
は
笑
っ
て
答

え
て
も
ら
え
る
、
そ
の
よ

う
な
期
間
で
あ
り
ま
し
た
。

特
に
京
都
大
学
の
先
生
方

や
我
々
を
見
守
る
京
都
の

市
民
の
方
々
は
そ
の
よ
う

な
眼
差
し
が
一
層
柔
ら
か

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

臨
床
実
習
の
終
わ
っ
た

昨
年
10
月
に
は
「
卒
業
発

表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
学
生
が
７
人

程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

い
か
に
自
身
の
学
生
生
活

が
充
実
し
て
い
た
か
を
披

露
し
合
う
会
で
し
た
。
私
の
グ
ル
ー

プ
で
は
、
各
学
年
の
時
分
に
感
じ
て

い
た
こ
と
を
手
に
取
る
よ
う
に
語
る

者
、
部
活
動
で
や
た
ら
と
体
が
大
き

く
な
っ
た
者
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
領
域
に

挑
戦
を
し
て
い
る
者
、
学
生
時
代
に

見
つ
け
た
趣
味
に
つ
い
て
語
る
者
等

が
あ
り
、
ま
さ
に
自
由
の
も
た
ら
す

面
白
さ
を
存
分
に
感
じ
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

小
学
校
入
学
か
ら
18
年
間
の
学
校

教
育
を
終
え
、
私
を
含
め
こ
こ
に
い

る
者
の
多
く
は
、
来
る
4
月
よ
り
社

会
へ
船
出
い
た
し
ま
す
。
学
部
生
の

最
長
老
に
胡
坐
を
か
い
て
き
た
医
学

部
6
回
生
は
、
新
た
に
社
会
人
の
1

回
生
と
し
て
次
の
生
を
受
け
る
の
で

す
。
ご
臨
席
の
皆
様
に
は
、
先
達
と

し
て
よ
り
厳
し
い
ご
指
導
を
い
た
だ

け
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
日
本
を
取
り
巻
く
環

境
や
、
求
め
ら
れ
る
医
療
の
像
は
大

き
な
速
度
で
変
化
し
て
お
り
、
若
い

者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
そ
の
変
化

に
対
応
で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い
く

こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
中
で
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
く
の
は
、
我
々
京
都
大
学
医

学
部
の
卒
業
生
で
あ
る
と
の
覚
悟
を

こ
こ
に
申
し
上
げ
る
も
の
で
す
。

6
年
前
の
入
学
か
ら
本
日
ま
で
、

歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
京
都
大
学

で
の
勉
強
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
家
族
の
応
援
と
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
直
接
伝

え
る
の
は
面
映
ゆ
い
感
謝
の
気
持
ち

を
こ
の
場
を
借
り
て
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
今
後
の
孝
行
を
心
待
ち
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
の
京
都
大
学
医
学

部
及
び
同
校
友
会
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
を
願
い
、
卒
業
生
を
代
表
し
て

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
令
和
6
年

5
月
18
日
（
土
）、
校
友
会
で
は
新

入
学
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
第

9
回
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
致

し
ま
し
た
。
３
月
の
合
学
者
通
知
に

同
封
し
ま
し
た
案
内
へ
の
希
望
者
は

あ
り
が
た
い
こ
と
に
多
数
で
、
参
加

者
は
校
友
会
役
員
・

親
睦
委
員
も
含
め
て

総
勢
66
名
と
な
り
ま

し
た
。

芝
蘭
会
館
に
集
合

の
の
ち
、
ま
ず
基
礎

医
学
記
念
講
堂
に
移

動
し
ま
し
た
。
京
都

大
学
校
内
の
多
く
の

建
築
物
を
手
が
け
る

な
ど
、
大
き
な
功
績

を
残
し
た
建
築
家
・

山
本
治
兵
衛
氏
に
よ

る
同
講
堂
は
、
解
剖

学
教
室
講
堂
と
し
て

明
治
35
年
に
竣
工
さ

れ
、
現
在
は
京
都
大

学
歴
史
的
建
造
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
た
ち
の
講
義
に

も
使
用
で
き
る
よ
う

に
耐
震
な
ど
を
考
慮

し
た
改
修
を
経
た
由

緒
あ
る
建
物
で
す
。

そ
の
階
段
教
室
に

て
校
友
会
の
近
藤
克

昭
会
長（
現
・
顧
問
）

の
挨
拶
の
あ
と
、
京

都
保
健
会
社
会
健
康

医
学
福
祉
研
究
所
所
長
の
小
泉
昭
夫

京
大
名
誉
教
授
よ
り
、「
京
都
大
学

医
学
部
資
料
館
展
示
物
の
紹
介

−−

京
都
大
学
医
学
部
の
歴
史
の
断
片
」

と
題
し
た
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
貴

重
な
模
擬
授
業
体
験
に
参
加
者
一
同

熱
心
に
小
泉
先
生
の
お
話
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
講
義
は
、
記
念
講
堂
の

入
り
口
に
あ
る
第
七
代
総
長
荒
木
寅

三
郎
先
生
の
胸
像
と
「
不
失
其
正
」

（
其
の
正
を
失
わ
ず
）
の
書
の
ご
説

明
に
始
ま
り
、
歴
代
文
化
勲
章
受
賞

者
及
び
文
化
功
労
者
の
方
々
の
紹
介

も
あ
り
ま
し
た
。
京
都
大
学
医
学
部

の
歴
史
、
さ
ら
に
は
日
本
の
医
学
の

歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
参
加

者
か
ら
も
「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」、

「
京
大
医
学
部
に
脈
々
と
受
け
継
が

れ
る
伝
統
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
講
義
の
あ
と
は
先
ほ
ど

の
お
話
を
思
い
出
し
つ
つ
、
地
下
資

料
室
で
大
正
期
の
心
電
計
や
母
子
像
、

『
解
体
新
書（
複
製
）』、
大
理
石
の
解

剖
台
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
3
月
に
竣
工
し
た
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
・
本
庶
佑
京
大

名
誉
教
授
が
初
代
セ
ン
タ
ー
長
を
務

め
ら
れ
て
い
る
が
ん
免
疫
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー（
C
C
I
I
）の
外
観
を
眺

め
な
が
ら
、
医
学
図
書
館
、
医
学
プ

ラ
ザ
、
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー（
M
I
C
棟
）へ
と
移
動
し

ま
し
た
。
そ
の
途
中
の
旧
産
婦
人
科

病
舎
前
で
は
、
ア
ー
ル
を
描
く
玄
関

や
歴
史
を
感
じ
る
重
厚
な
佇
ま
い
の

建
物
を
見
上
げ
て
、
し
ば
し
見
入
っ

て
お
ら
れ
る
参
加
者
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

M
I
C
棟
で
は
、
加
齢
医
学
講

座
・
鍋
島
陽
一
特
任
教
授
か
ら
貴
重

な
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。
数
あ
る
医
学
・
医
学
部
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
中
で
も
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
新
し
い
医

療
を
作
り
出
す
こ
と
の
重
要
性
、
次

世
代
医
療
は
ど
こ
ま
で
進
む
の
か
、

軽
度
認
知
障
害
（
M
C
I
）
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
検
査
の
こ
と
な
ど
興
味
深

く
拝
聴
し
ま
し
た
。
認
知
症
に
関
す

る
お
話
に
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
参

加
者
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
研
究
成
果
を
う
か
が
い
た

い
気
持
ち
で
し
た
が
、
い
ず
れ
ま
た

鍋
島
先
生
チ
ー
ム
か
ら
ご
公
表
い
た

だ
け
る
機
会
を
心
待
ち
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
鍋
島
先
生
と
と

も
に
参
加
者
一
同
で
M
I
C
棟
を
バ

ッ
ク
に
記
念
撮
影
を
し
て
午
前
中
の

ツ
ア
ー
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
5
年
ぶ
り
に
会
食
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
昼
食
は
、
芝
蘭
会
館
山

内
ホ
ー
ル
に
て
、
シ
ラ
ン
カ
フ
ェ
系

列
の
「
ま
ん
ざ
ら
亭
」
の
和
風
弁
当

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
和
や
か
に
歓

談
す
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
新
入

生
保
護
者
の
皆
様
と
校
友
会
役
員
・

親
睦
委
員
も
ご
一
緒
の
テ
ー
ブ
ル
で
、

新
入
生
の
新
し
い
生
活
、
ク
ラ
ブ
活

動
や
下
宿
の
話
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
普
段
は
非
公
開
の

重
要
文
化
財
「
清
風
荘
」
を
見
学
し

ま
し
た
。
西
園
寺
公
望
の
別
邸
で
あ

っ
た
も
の
が
京
都
帝
国
大
学
へ
と
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
京
都
大

学
の
迎
賓
館
と
し
て
、
迎
賓
や
会
議
、

教
育
活
動
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
街
中
に
あ
り
な
が
ら
、
一
歩
足

を
踏
み
入
れ
る
と
周
り
の
喧
騒
と
は

か
け
離
れ
た
静
寂
さ
に
身
を
包
ま
れ
、

心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
で
し
た
。

清
風
荘
管
理
事
務
所
の
奥
田
昭
彦

様
よ
り
、
建
造
物
の
概
要
説
明
に
加

え
、
数
多
く
の
要
人
を
お
迎
え
さ
れ

た
時
の
貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も

ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歴
史
的

建
造
物
の
お
部
屋
か
ら
眺
め
る
、
手

入
れ
の
行
き
届
い
た
お
庭
の
素
晴
ら

し
さ
に
、
参
加
者
は
何
度
も
感
動
の

声
を
あ
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

朝
か
ら
始
ま
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
で
し
た
が
、
予
定
の
全
て
の
見

学
を
終
え
夕
方
に
解
散
と
な
り
ま
し

た
。
お
帰
り
の
際
に
は
、
参
加
者
の

皆
様
か
ら
喜
び
と
感
謝
の
お
声
が
け

を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
、
関
係
者
一
同

ホ
ッ
と
す
る
と
共
に
、
こ
の
行
事
に

携
わ
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
医
学
部

お
よ
び
芝
蘭
会
の
事
務
方
の
皆
様
に

は
準
備
の
段
階
か
ら
多
大
な
る
お
力

添
え
を
賜
り
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
こ
と
を
、
こ
の
紙
面
を
お
借

り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

令
和
6
年
度
卒
業
生
代
表
あ
い
さ
つ

柔
ら
か
な
眼
差
し
に

支
え
ら
れ
た
日
々
を

船
出
の
と
き
に
思
う吉原

悠
真

基礎医学記念講堂の下段教室で、小泉昭夫名誉
教授（右段前列左から 2 人め）の講義を終えて

KMS-FUND の活動紹介リーフレット（裏面は寄付金申込書）

ୈ1�ճ
༑ձߍ౎େֶҩֶ෦ژ
૯ձɾߨԋձͷ͓஌Βͤ

日 時　令和 7 年9月20日（土）午後
場 所　芝蘭会館本館 稲盛ホール
特別講演会
講演会終了後、懇親会パーティー
申し込み受け付けはおって連絡いたします。

新
校
友
会
会
員
と
京
大
医
学
部
の
歴
史
を
巡
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

校
友
会

親
睦
委
員
会

小
川
ひ
ろ
み

〒606-8501
京都市左京区吉田近衛町

京都大学医学研究科事務部
TE L 075 -761-2467
FAX 075-752 -1528

Mail-Address:
kyoto-kms-fund@office.

med.kyoto-u.ac.jp

京
都
大
学
医
学
部

校
友
会
・
教
育
研
究
支
援
基
金

（K
M

S
ｰ

FU
N

D

）
だ
よ
り
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令
和
6
年
7
月
7
日
（
日
）、
芝

蘭
会
館
（
京
都
大
学
医
学
部
医
学
科

百
周
年
記
念
施
設
）
稲
盛
ホ
ー
ル
に

て
、
令
和
6
年
度
芝
蘭
会
京
都
支
部

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
支
部
長
の
森
洋
一
先
生
が

挨
拶
を
さ
れ
、
時
事
ネ
タ
の
七
夕
選

挙
に
絡
め
、
変
動
す
る
社
会
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、

庶
務
、
会
計
報
告
、
本
年
度
運
営
報

告
と
続
き
ま
し
た
。

●

京
大
医
学
研
究
科
の
め
ざ
ま
し
い
躍
進

そ
の
後
、
京
都
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
研
究
科
長
の
伊
佐
正

先
生
に
よ
る
特
別
講
演
会
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
人
事
異
動

を
含
む
京
都
大
学
医
学
研
究
科
・

医
学
部
の
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
が
ん
免
疫
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

BristolM
yers

Squibb

棟
の
竣

工
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「ITM

A
T

Kyoto
University

International
Sym

posium

」
の
開
催
、
医
学
研

究
科
附
属
の
ヘ
ル
ス
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
と
同
医
療
D
X
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
ク
リ
ニ
カ
ル

ア
ナ
ト
ミ
ー
ラ
ボ
（
C
A
L
）
の

充
実
（surgicaltraining

）、
医

学
・
生
命
科
学
研
究
支
援
機
構

（
i
S
A
L
）
の
活
動
、
京
大
医

学
研
究
科
・
医
学
部
創
立
1
2
5
周

年
記
念
事
業
な
ど
、
最
新
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
伊
佐
先
生
ご
自
身
の
経

歴
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
市
左
京

区
の
お
生
ま
れ
で
、
京
大
近
辺
に
地

縁
が
あ
る
こ
と
や
、
灘
高
校
、
東
京

大
学
で
の
学
生
生
活
、
国
内
外
の
研

究
者
と
の
共
同
研
究
の
お
話
な
ど
、

現
在
の
立
ち
位
置
に
至
ら
れ
る
ま
で

の
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

●

研
究
者
と
し
て
の
端
緒
と

神
経
科
学
の
最
前
線

続
い
て
、
ご
自
身
の
専
門
分
野
に
つ

い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
は

神
経
解
剖
学
の
教
科
書
と
し
て
知
ら

れ
る
『NeurologicalA

natom
y

in
Relation

to
ClinicalM

edicine

』

の
著
者
、AlfBrodal

の
論
文
「
脳
卒

中
後
の
自
己
観
察
と
神
経
解
剖
学
的

考
察
」
の
お
話
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
論
文
は
、
自
身
が
脳
卒
中
に

な
っ
た
後
の
ケ
ー
ス
レ
ポ
ー
ト
で
す

が
、
往
時
の「
神
経
科
学
者
は
心
な

ど
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
き
っ
ち
り

と
し
た
現
象
の
記
述
に
留
め
る
べ
し
」

と
い
う
風
潮
に
抗
う
か
の
よ
う
に
、

損
傷
患
者
の
「
こ
こ
ろ
」
の
問
題
に

踏
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
点

で
と
て
も
興
味
深
い
論
文
で
し
た
。

続
い
て
、「
小
さ
い
脊
髄
損
傷
後

の
手
指
の
巧
緻
運
動
の
機
能
回
復
」

と
「
大
き
な
脊
髄
損
傷
後
の
手
の
運

動
の
機
能
回
復
」
の
2
つ
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
伊
佐
先

生
は
、
皮
質
脊
髄
路
（
幹
線
道
路
）

を
損
傷
さ
せ
て
脊
髄
固
有
ニ
ュ
ー
ロ

ン（
脇
道
）を
経
由
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
サ
ル
が
お
お
よ
そ
1
か
月

で
機
能
を
回
復
す
る
と
い
う
再
現
性

の
高
い
実
験
結
果
に
好
奇
心
を
掻
き

立
て
ら
れ
、
今
に
至
る
ま
で
研
究
を

続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
な
ど
を
用
い

た
分
子
生
物
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
な

ど
、
様
々
な
学
際
的
研
究
に
よ
り
、

運
動
機
能
の
回
復
過
程
に
お
い
て
中

枢
神
経
系
の
各
領
域
が
い
か
に
し
て

再
活
性
化
さ
れ
、
変
化
す
る
の
か
に

つ
い
て
、
詳
細
な
成
果
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
通
常
は
情
動
（
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
を
支
配
し
て
い
る

側
坐
核
の
活
動
が
、
運
動
の
機
能
回

復
中
に
は
増
加
し
て
、
機
能
回
復
に

貢
献
す
る
と
い
う
結
果
は
、
リ
ハ
ビ

リ
の
臨
床
現
場
の
肌
感
覚
と
も
一
致

し
て
い
る
そ
う
で
、
た
い
へ
ん
興
味

深
か
っ
た
で
す
。

亜
半
切
モ
デ
ル
を
利
用
し
た
、
脊

損
の
程
度
が
大
き
な
場
合
の
実
験
に

お
い
て
も
、
リ
ハ
ビ
リ
や
電
気
刺
激

に
よ
っ
て
残
存
す
る
代
償
回
路
が
増

強
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
得
て
お
り
、

ニ
ュ
ー
ロ
モ
ジ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
法
と

呼
ば
れ
る
こ
の
よ
う
な
手
法
に
よ
っ

て
、
成
熟
脳
に
お
い
て
も
大
規
模
な

可
塑
性
が
誘
導
さ
れ
る
こ
と
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
う

し
た
研
究
に
よ
り
、
薬
物
、
細
胞
移

植
な
ど
で
瘢
痕
を
融
解
し
、
神
経
線

維
を
再
交
通
さ
せ
る
と
い
う
従
来
の

脊
損
研
究
に
「
新
た
な
風
」
が
吹
い

て
い
る
よ
う
で
す
。

●

日
本
の
科
学
力
を
押
し
上
げ
る
に
は

な
に
が
必
要
か

最
後
に
、
日
本
の
科
学
力
の
衰
退

に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
の
年
間
論
文
数
の
世
界
ラ
ン
キ

ン
グ
は
そ
こ
ま
で
衰
退
し
て
は
い
な

い
も
の
の
、
ト
ッ
プ
10
%
の
論
文
数

の
同
ラ
ン
キ
ン
グ
は
著
し
い
衰
退
を

見
せ
て
い
る
と
い
う
結
果
は
非
常
に

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
に
思
え
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
日
本
の

被
引
用
数
ト
ッ
プ
10
%
の
論
文
の
数

は
実
は
漸
増
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

し
か
も
近
年
は
大
学
の
定
員
削
減
に

よ
り
教
員
数
が
減
り
続
け
て
い
る
状

況
を
考
え
る
と
、
教
員
一
人
あ
た
り

の
ト
ッ
プ
10
%
の
論
文
数
は
実
は
減

っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
臨
床
医
学
、
基
礎

医
学
と
も
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
含
む

他
国
の
大
学
は
大
き
く
成
長
・
拡
大

し
て
勢
力
を
伸
ば
し
て
お
り
、
東
大
、

京
大
を
含
む
日
本
の
大
学
の
相
対
的

位
置
が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
の
が

実
情
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
我
が
国
に
お
い

て
は
大
学
が
「
成
長
の
カ
ギ
」
と
見

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
、

年
々
増
え
ゆ
く
社
会
保
障
費
を
ま
か

な
う
た
め
に
国
家
の
経
費
が
導
入
さ

れ
、
成
長
分
野
へ
の
投
資
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

国
と
し
て
の
在
り
方
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
伊
佐
先
生
の
考
え
る

京
都
大
学
の
未
来
を
語
ら
れ
、「
ナ

ン
バ
ー
・
ワ
ン
よ
り
オ
ン
リ
ー
・
ワ

ン
」
を
標
語
に
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

あ
る
研
究
科
に
し
て
い
き
た
い
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
質

疑
応
答
も
盛
り
上
が
り
、
特
別
講
演

会
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

医
学
を
と
り
ま
く
現
状
や
最
新
の

研
究
内
容
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知

識
の
な
い
私
で
し
た
が
、
伊
佐
先
生

の
講
演
は
と
て
も
勉
強
に
な
る
も
の

で
し
た
。

＊

会
の
終
了
後
は
、
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生
方
と
お
話

す
る
貴
重
な
機
会
で
し
た
。
若
い
先

生
や
学
生
の
参
加
を
待
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
の
で
、
本
紙
を
読
ま

れ
て
い
る
若
手
の
方
は
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
会
に
お
招
き

い
た
だ
い
た
こ
と
を
大
変
喜
ば
し

く
、
そ
し
て
誇
ら
し
く
思
う
と
と
も

に
、
多
大
な
る
感
謝
の
念
を
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。
以
上
を
も
ち
ま
し

て
、
芝
蘭
会
京
都
支
部
の
報
告
を
終

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責
・
2
回
生  

石
田
匠
）

令
和
6
年
10
月
27
日
（
日
）、
徳
島

市
の
J
R
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳

島
に
て
、
令
和
6
年
度
芝
蘭
会
徳
島

支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

は
徳
島
大
学
副
学
長
の
福
井
清
先

生
、
医
療
法
人
田
岡
病
院
の
田
岡

雅
世
先
生
の
進
行
の
も
と
行
わ
れ
ま

し
た
。
物
故
会
員
、
異
動
に
な
ら
れ

た
先
生
の
ご
紹
介
、
会
計
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

●

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
で
解
明
さ
れ
る

創
傷
治
療
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

次
に
、
徳
島
大
学
医
学
部
顕
微
解

剖
学
教
授
に
就
任
さ
れ
た
寺
井
健
太

先
生
に
よ
る
講
演
が
あ
り
、
マ
ウ
ス

を
用
い
た
生
体
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
ウ
ス
の
耳
に
傷
を
つ
け
る
と
、

E
R
K
の
活
性
が
傷
か
ら
広
が
り
、

周
囲
の
細
胞
で
も
E
R
K
が
活
性
化

し
て
細
胞
集
団
が
傷
口
へ
向
け
て
移

動
し
ま
す
。
こ
の
過
程
でE

reg

と

い
う
分
子
を
阻
害
す
る
と
、0
・
5

mm
以
上
の
距
離
に
お
い
て
E
R
K
活

性
化
の
波
が
到
達
せ
ず
、
細
胞
集
団

で
移
動
が
阻
害
さ
れ
、
創
傷
治
癒
が

遅
延
す
る
そ
う
で
す
。
創
傷
治
癒
に

は
、
細
胞
が
傷
口
を
認
識
し
、
傷
口

へ
移
動
し
、
必
要
に
応
じ
て
増
殖
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
講
義
で

は
、
こ
れ
ら
の
現
象
が
細
胞
間
の
シ

グ
ナ
ル
伝
達
で
ど
の
よ
う
に
実
現
さ

れ
る
か
が
、
マ
ウ
ス
の
生
体
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
に
よって
明
ら
か
に
さ
れ
た
内
容

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

E
G
F
R
が
E
G
F
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
リ
ガ
ン
ド
と
結
合
す
る
こ
と
で
シ

グ
ナ
ル
が
受
け
取
ら
れ
、R

as

か

らR
af

、
M
E
K
、
E
R
K
へ
と
活

性
が
伝
わ
る
経
路
が
細
胞
内
で
機
能

し
ま
す
。
こ
の
経
路
は
細
胞
の
癌
化

に
関
与
し
、
例
え
ば
膵
癌
の
99
%
に

はR
as

、
メ
ラ
ノ
ー
マ
の
99
%
に
は

R
af

の
変
異
が
認
め
ら
れ
る
そ
う
で

す
。
E
G
F
R
リ
ガ
ン
ド
が
細
胞
間

で
E
R
K
活
性
の
伝
播
を
駆
動
し
、

こ
れ
に
よ
り
細
胞
集
団
が
伝
言
ゲ
ー

ム
の
よ
う
に
移
動
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
、
E
G
F
R

の
リ
ガ
ン
ド
は
7
種
類
あ
り
、
す
べ

て
似
た
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
創

傷
治
癒
に
お
け
る
役
割
に
差
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

寺
井
教
授
ら
は
、
E
G
F
R
リ

ガ
ン
ド
に
蛍
光
タ
ン
パ
ク
を
付
与
す

る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ガ
ン
ド
分
子
の

細
胞
外
動
態
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

こ
の
伝
播
を
観
察
し
ま
し
た
。
更

に
、
周
囲
細
胞
の
E
R
K
活
性
を

検
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ガ
ン
ド

に
よ
っ
て
伝
播
の
距
離
や
速
度
が
異

な
る
こ
と
を
見
出
し
ま
し
た
。
例
え

ば
E
R
E
G
や
A
R
E
G
は
長
距

離
を
伝
播
し
ま
す
が
、
T
G
F
や

H
B−

E
G
F
は
短
距
離
伝
播
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
受
容
体
の
親
和
性
や
密
度
が
伝

播
速
度
に
影
響
す
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
E
R
E
G
が
離
れ

た
位
置
の
細
胞
へ
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達

を
担
い
、
E
G
F
R
の
過
剰
発
現
で

伝
播
速
度
が
遅
く
な
る
こ
と
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
寺
井
教
授
は
、
学
生
が

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
指
導
が
重
要
で

あ
る
と
し
、
生
体
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で
、
多
く
の
学

生
が
興
味
を
持
つ
こ
と
を
願
っ
て
い

る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

●

M
i
R
|

33
の
抑
制
に
よ
る

動
脈
硬
化
を
治
療

そ
の
後
、
京
都
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
循
環
器
内
科
学
教
授
の

尾
野
亘
先
生
か
ら
京
大
医
学
研
究

科
・
医
学
部
の
現
状
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
医
学
研
究
科
・
医
学
部
の
運

営
体
制
と
退
任
教
授
、
新
任
教
授
陣

の
ご
紹
介
に
は
じ
ま
り
、
各
賞
の
受

賞
、
が
ん
免
疫
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、

第
5
回
京
都
大
学
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、
ト
ラ

ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
に
関

す
る
I
T
M
A
T
京
都
大
学
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ヘ
ル
ス
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
や
D
X
セ
ン
タ
ー
の
設

置
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ー
ラ
ボ

（
C
A
L
）の
充
実
に
向
け
て
の
整
備
、

i
S
A
L
の
活
動
、
1
2
5
周
年
記

念
事
業
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
K
M
S−

F
U
N
D
（
研
究
活
働
支
援
基
金
）

に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
術
講
演
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
話
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ビ
ク
タ
ー
・

ア
ン
ブ
ロ
ス
先
生
と
ゲ
イ
リ
ー
・
ラ

ブ
カ
ン
博
士
は
、lin-

4
と
い
う

マ
イ
ク
ロ
R
N
A
（
m
i
R
N
A
、

m
i
R
）
がlin-

14
を
抑
制
し
て
い

る
こ
と
を
特
定
し
た
と
し
て
、
今
年

の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
ラ
ブ
カ
ン
博

士
は
線
虫
だ
け
で
な
く
、
ヒ
ト
な
ど

の
動
物
界
全
体
に
も
m
i
R
N
A

が
発
現
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
ま

し
た
。

尾
野
先
生
が
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

に
着
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ

カ
の
研
究
留
学
か
ら
帰
国
さ
れ
た
際

の
研
究
テ
ー
マ
が
m
i
R
N
A
に

つ
い
て
だ
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
尾
野
先
生
の
研
究
内
容

に
関
す
る
お
話
に
移
り
ま
す
。

m
i
R-

33
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
マ

ス
タ
ー
レ
ギ
ュレ
ー
タ
ー
の
転
写
因
子

S
R
E
B
P-

2
遺
伝
子
の
イ
ン
ト
ロ

ン
に
含
ま
れ
、
細
胞
内
に
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
低
下
し
た
際
に
、
こ
の
転
写
因

子
と
同
時
に
発
現
し
ま
す
。

m
i
R-

33
の
標
的
遺
伝
子
に
は

H
D
L-

C
の
合
成
に
関
わ
る
ト
ラ

ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
A
B
C
A
1
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
尾
野
先
生
の
グ

ル
ー
プ
が
こ
の
m
i
R-

33
の
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
を
作
成
し
た
と
こ

2025（令和7）年2月15日

大
学
で
の
学
生
生
活
、
国
内
外
の
研

究
者
と
の
共
同
研
究
の
お
話
な
ど
、

現
在
の
立
ち
位
置
に
至
ら
れ
る
ま
で

の
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

●

研
究
者
と
し
て
の
端
緒
と

神
経
科
学
の
最
前
線

続
い
て
、
ご
自
身
の
専
門
分
野
に
つ

い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
は

神
経
解
剖
学
の
教
科
書
と
し
て
知
ら

れ
る
『

R

支部
だより

数
年
ぶ
り
の
開
催
で

交
流
を
深
め
、

最
新
情
報
を
共
有

徳
島

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

オ
ン
リ
ー
・
ワ
ン
の

医
学
研
究
科
を
め
ざ
し
て

京
都
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ろ
、
血
中
の
H
D
L-

C
が
上
昇
す

る
だ
け
で
な
く
、
動
脈
硬
化
、
さ
ら

に
は
心
臓
の
線
維
化
や
動
脈
瘤
の
形

成
、
そ
し
て
脳
内
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

も
減
少
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
げ
っ
歯
類
以
外
の
大
型

の
哺
乳
類
に
お
い
て
は
、
中
性
脂

肪
の
合
成
に
大
事
な
S
R
E
B
P

-

1
遺
伝
子
の
イ
ン
ト
ロ
ン
に
も

m
i
R-

33
が
あ
っ
て
、
こ
ち
ら

は
m
i
R-

33
b
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
（
マ
ウ
ス
で
は
欠
失
。
先
の

m
i
R-

33
は
m
i
R-

33
a
と
呼

ば
れ
る
）。
こ
の
m
i
R-

33
b
を

マ
ウ
ス
に
ノ
ッ
ク
イ
ン
し
た
と
こ
ろ
、

H
D
L-

C
が
減
少
し
、
動
脈
硬
化

が
悪
化
し
ま
し
た
。

m
i
R-

33
a
/
b
の
存
在
意
義

と
し
て
は
、
飢
餓
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
た
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
は
細
胞
内
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

維
持
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
が
、

現
在
の
よ
う
な
飽
食
の
時
代
に
は
む

し
ろ
不
要
で
、
上
記
の
疾
患
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、m
i
R-

33
a
/

b
を
抑
制
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
疾

患
を
治
療
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
m
i
R-

33
a
/
b
を
抑
制

す
る
よ
う
な
ア
ン
チ
セ
ン
ス
オ
リ
ゴ

ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
の
作
成
に
取
り
掛

か
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
効
果

的
な
核
酸
が
得
ら
れ
、
動
脈
瘤
モ

デ
ル
お
よ
び
M
A
S
H
モ
デ
ル
に

お
い
て
治
療
効
果
を
示
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

●

S
G
L
T
2
阻
害
薬
の

可
能
性
を
追
い
か
け
て

続
い
て
、
心
不
全
治
療
の
現
状
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
の
お
話
に
移

り
ま
し
た
。

心
不
全
は
、
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー

か
ら
始
ま
り
、
心
血
管
疾
患
や
腎
臓

を
含
む
全
身
の
組
織
障
害
を
起
こ
す

も
の
で
、
感
染
症
と
は
全
く
異
な

る
経
路
を
辿
る
も
の
で
す
が
、「
心

不
全
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
も
言
わ

れ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

①
患
者
数
が
多
い
、
②
死
亡
率
が
高

い
、
③
入
院
治
療
が
必
要
で
再
入
院

を
要
す
る
こ
と
が
多
い
、
の
三
点
が

挙
げ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

日
本
は
心
不
全
の
入
院
日
数
が
長

い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
入

院
日
数
は
減
っ
て
き
て
は
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
一
年
死
亡
率

や
、
三
十
日
後
、
一
年
後
の
再
入
院

率
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、
尾
野
先

生
は
、
急
性
心
不
全
を
起
こ
し
た
後

の
中
長
期
の
管
理
が
ま
だ
ま
だ
十
分

で
な
い
と
指
摘
さ
れ
、「
心
不
全
を

起
こ
し
た
後
に
対
処
し
て
い
く
の
は

当
然
の
こ
と
だ
が
、
心
不
全
の
前
段

階
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
の
排
除
も

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
」
と
仰

っ
て
い
ま
し
た
。

心
不
全
の
治
療
に
関
し
て
は
、
過

去
40
年
に
わ
た
り
、
左
心
室
の
収
縮

機
能
（
L
V
E
F
）
が
低
下
し
た
心

不
全
（H

F
rE

F
:LV

E
F

<
40%

）

の
治
療
研
究
が
進
ん
で
お
り
、A
C
E

阻
害
薬
や
β
遮
断
薬
、
M
R
A
、

A
R
N
I
、
S
G
L
T
2
阻
害
薬

な
ど
が
順
番
に
効
果
を
示
し
て
き

た
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
最
近
で

は
、
L
V
E
F
が
保
た
れ
た
心
不
全

（H
FpEF

）
も
同
じ
く
ら
い
の
症
例

数
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

心
不
全
治
療
薬
の
な
か
で
も
小

野
先
生
は
S
G
L
T
2
阻
害
薬
に

焦
点
を
当
て
て
深
掘
り
を
さ
れ
ま
し

た
。
S
G
L
T
2
阻
害
薬
に
関
す
る

臨
床
試
験
は
多
数
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
う
ち
糖
尿
病
の
標
準
治
療

を
受
け
て
い
る
患
者
を
、
プ
ラ
セ
ボ

を
投
与
す
る
群
と
S
G
L
T
2
阻

害
薬
を
投
与
す
る
群
と
に
分
け
て
比

較
し
た
結
果
、
後
者
の
方
が
心
不
全

に
よ
る
入
院
が
少
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
い
う
報
告
に
つ
い
て

は
じ
め
に
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
糖
尿
病
の
有
無
に
よ
ら
ず
、

S
G
L
T
2
阻
害
薬
が
心
不
全
の
予

後
を
改
善
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。

別
の
試
験
で
は
、
左
心
室
の

収
縮
能
力
が
保
た
れ
た
心
不
全

（H
FpEF:LV

EF
≧

50%

）
に
対
し

て
も
、
利
尿
薬
を
投
与
し
な
く
て
も

同
様
に
予
後
が
改
善
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
2
3
年

の
研
究
で
、
S
G
L
T
2
を
コ
ー
ド

す
る
遺
伝
子
の
変
異
と
心
不
全
の
関

係
に
つ
い
て
、
変
異
を
持
つ
ほ
う
が

心
不
全
の
リ
ス
ク
が
少
な
い
（
オ
ッ

ズ
比
0
・
9
）
こ
と
が
判
明
し
、
こ

の
こ
と
か
ら
も
S
G
L
T
2
阻
害
薬

は
心
不
全
に
対
し
て
非
常
に
強
力
な

薬
剤
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

米
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

H
FpEF

に
対
し
て
S
G
L
T
2
阻

害
薬
がClass

2A

で
推
奨
さ
れ
て

お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
お
い
て
も
、H

FpEF

等
に
対

し
てClass1

、
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル

A
で
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
受
け
て
日
本
の
心
不
全
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
も
来
春
に
切
り
替
わ
る
そ

う
で
す
。

ま
た
、
心
不
全
に
対
し
て
は
フ

ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
4
と
よ
ば
れ
る

A
R
N
I
、
β
遮
断
薬
、
M
R
A
、

S
G
L
T
2
阻
害
薬
の
4
剤
を
使
う

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
中
で
も
S
G
L
T
2
阻
害
薬

は
血
圧
の
低
下
と
い
っ
た
副
作
用

が
少
な
く
使
い
や
す
い
た
め
、
中

止
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
い
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、「
ど
の
順
番
で
、
ど

の
程
度
使
う
の
か
」
が
焦
点
と
な

り
、
S
T
R
O
N
G−
H
F
試
験

に
お
け
るguideline-derected

m
edical

therapy

（
G
D
M
T
）

に
則
っ
た
こ
れ
ら
薬
剤
の
急
速
増
量

戦
略
が
E
F
に
よ
ら
ず
効
果
的
だ
と

い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
G
D
M
T
の
実
施
に

苦
慮
し
た
症
例
も
ご
紹
介
さ
れ
て
い

て
、
心
臓
の
収
縮
力
も
悪
く
、
心
電

図
の
Q
R
S
間
隔
も
広
く
、
投
薬

を
い
ろ
い
ろ
試
す
な
ど
難
航
し
て
い

た
が
、M

itra-clip

手
術
に
よ
り
、

僧
帽
弁
の
逆
流
を
防
ぎ
、
薬
剤
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

●

京
大
発
の
新
薬

「
K
U
S
１
２
１
」へ
の
期
待

続
い
て
、
京
大
大
学
院
生
命
科
学

研
究
科
の
垣
塚
彰
先
生
が
開
発
さ
れ

た
「
K
U
S（K

yoto
U

niver-sity
Substance

）1
2
1
」
を
新
規
の

心
不
全
治
療
薬
と
し
て
使
え
る
可
能

性
に
関
し
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

K
U
S
1
2
1
は
、
細
胞
内
の

V
C
P
蛋
白
と
呼
ば
れ
る
蛋
白
の

A
T
Pase

の
み
を
選
択
的
に
抑
制

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
細
胞
内
の

A
T
P
濃
度
を
維
持
す
る
働
き
を
持

つ
と
の
こ
と
で
す
。
A
T
P
濃
度
を

維
持
さ
せ
る
の
で
、
ま
ず
は
心
筋
梗

塞
（
虚
血
再
灌
流
）
に
使
用
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
投
与
し
、
一

定
の
効
果
は
得
ら
れ
た
の
で
す
が
、

臨
床
現
場
で
は
心
筋
梗
塞
の
治
療
薬

と
し
て
使
い
づ
ら
く
、
心
不
全
の
治

療
薬
と
し
て
の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
A
T
P
を
可
視
化

し
た
心
不
全
モ
デ
ル
の
マ
ウ
ス
や
高

頻
度
ペ
ー
シ
ン
グ
に
よ
る
心
不
全
モ

デ
ル
の
イ
ヌ
な
ど
を
用
い
た
実
験
に

よ
り
、
K
U
S
1
2
1
に
よ
っ
て

心
筋
細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
が
改

善
し
、
左
室
の
収
縮
能
、
拡
張
能
が

と
も
に
改
善
す
る
こ
と
が
判
明
し
た

そ
う
で
す
。
ま
た
、
K
U
S
1
2
1

を
長
期
で
投
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

心
肥
大
が
抑
制
さ
れ
、
線
維
化
が
改

善
し
、
心
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
そ
う
で
す
。

そ
の
他
の
実
験
で
は
、
K
U
S

1
2
1
は
細
胞
内C

a2
+

濃
度
の
増

強
作
用
を
持
た
な
い
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
ま
た
、
β
1
受
容
体
の
欠

損
マ
ウ
ス
に
お
け
る
K
U
S
1
2
1

の
効
果
を
検
討
す
る
実
験
に
よ
り
、

β
1
受
容
体
に
作
用
せ
ず
、
A
T
P

の
濃
度
を
増
や
し
て
、
心
臓
の
収
縮

や
弛
緩
の
機
能
を
改
善
さ
せ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
カ
テ
コ
ラ
ミ
ン
は
細

胞
内C

a2
+

濃
度
の
増
強
作
用
を

持
つ
た
め
、
不
整
脈
や
心
筋
の
線

維
化
に
繋
が
り
、
長
期
予
後
の
改

善
は
見
込
め
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

K
U
S
1
2
1
を
用
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
カ
テ
コ
ラ
ミ
ン
を
使
用
し
て

い
る
重
症
心
不
全
患
者
か
ら
カ
テ
コ

ラ
ミ
ン
の
脱
却
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
令
和
6
〜
8
年
に
A
M
E
D

難
治
性
疾
患
実
用
化
研
究
事
業
に
採

択
さ
れ
、
臨
床
応
用
に
向
け
て
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
K
U
S
1
2
1
に
留
ま

ら
ず
、
様
々
な
技
術
が
発
展
し
、
臨

床
で
の
デ
ー
タ
を
A
I
に
学
習
さ
せ
、

原
因
を
あ
ぶ
り
出
し
、
動
物
を
使
い

実
験
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
確
立

で
き
れ
ば
、
京
大
発
の
新
規
薬
を
開

発
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
尾
野

先
生
は
期
待
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

＊

今
回
、
芝
蘭
会
徳
島
支
部
総
会
と

寺
井
先
生
の
研
究
紹
介
、
尾
野
先
生

の
特
別
講
演
を
取
材
さ
せ
て
い
た
た

だ
き
ま
し
た
。
創
傷
治
療
と
い
う

馴
染
み
の
あ
る
現
象
に
対
し
て
「
見

え
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
研

究
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
さ

れ
て
い
る
寺
井
先
生
の
蛍
光
生
体
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
の
お
話
や
、
既
存
の
治

療
薬
の
新
た
な
効
能
を
発
見
し
た
お

話
、
新
規
治
療
薬
の
お
話
な
ど
、
こ

こ
で
し
か
聞
け
な
い
循
環
器
内
科
の

ホ
ッ
ト
ト
ピ
ッ
ク
に
と
て
も
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
寺
井
先
生
、
尾
野
先

生
、
ご
講
演
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ま
た
、
芝
蘭
会
徳
島
支
部
の
先
生

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
回
こ
の

よ
う
な
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
を
挟
み
、
数
年
ぶ
り
に
芝
蘭
会

徳
島
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
、
先
生

方
の
ご
交
流
が
で
き
た
こ
と
を
、
皆

様
大
変
喜
ば
れ
、
楽
し
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

（
文
責
者
・
4
回
生

反
田
武
志
、

4
回
生

福
田
大
智
）

　最近、芝蘭会員の方々へ芝蘭会員または京大医学部事務職員の
名前をかたって、個人情報（住所、電話番号等）を聞き出そうと
する不審な問い合わせの電話があるということを会員の方からご
連絡をいただいております。芝蘭会とは全く関係がございません

ので、くれぐれもご注意くださいますようお願いいたします。
なお、芝蘭会では会員の方から住所変更等のご連絡がない限り、

事務局からはお問い合せはいたしておりません。ご不審なことが
ありましたら、芝蘭会事務局までご連絡ください。

「なりすまし電話」にご注意ください

芝蘭会事務局 5&-˔075 �751�271���'"9˔075�752��015

ͳ͔͍ͭ͠Ωϟϯύεͷͦ͹Ͱɺ
ಉ૭会ɺ࠙਌会ɺ

๨೥会͸͍͔͕Ͱ͔͢ʁ
　　　　ϝʔχϡʔͳͲৄࡉ͸

ͪ͜Β�ˣˣ

芝蘭会館別館 併設
「SHIRAN CAFE」をご利用ください

γϥϯ�ΧϑΣ
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2
0
2
5
年
1
月
末
を
も
っ
て
、

私
は
京
都
大
学
呼
吸
器
外
科
教
室
教

授
を
退
任
し
、
2
月
か
ら
デ
ュ
ー
ク

大
学
心
臓
血
管
胸
部
外
科
教
授
に
着

任
い
た
し
ま
し
た
。

京
都
大
学
に
就
任
し
て
17
年
余
り
、

本
当
に
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
岡
山
大
学
よ
り

2
0
0
7
年
に
着
任
し
た
当
時
、
腫

瘍
外
科
と
し
て
の
発
展
、
肺
移
植
の

再
開
と
発
展
、
日
本
の
呼
吸
器
外
科

学
へ
の
貢
献
を
3
つ
の
大
き
な
目
標

に
掲
げ
ま
し
た
。
今
で
は
、
肺
癌
手

術
の
多
く
は
胸
腔
鏡
や
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
っ
た
低
侵
襲
手
術
で
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
私
が
医
師
に
な
っ

た
40
年
前
は
全
例
が
開
胸
手
術
で
し

た
の
で
、
手
術
技
術
は
驚
く
ほ
ど
進

歩
し
た
と
思
い
ま
す
。

在
任
中
に
実
施
し
た
肺
移
植
数

は
3
7
5
例
で
あ
り
、
京
大
は
日
本

で
最
も
多
く
の
肺
移
植
を
行
っ
て
い

る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
5
年

生
存
率
は
約
75
％
で
あ
り
、
世
界
の

平
均
を
20
％
近
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、左
右
反
転
移
植
、A
B
O

血
液
型
不
適
合
移
植
や
生
体
肺
肝
同

時
移
植
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
初

の
肺
移
植
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

京
大
在
職
中
に
発
信
し
た
英
語
論

文
は
6
0
0
本
を
超
え
ま
し
た
。
日

本
の
呼
吸
器
外
科
教
室
の
中
で
は
、

最
も
多
く
の
、
そ
し
て
質
の
高
い
英

語
論
文
を
発
信
し
て
き
た
教
室
で

あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
内
容
も
、

肺
移
植
や
肺
癌
な
ど
幅
広
い
分
野
を

カ
バ
ー
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
室
員

の
50
名
が
医
学
博
士
と
な
り
、
同
門

の
8
名
が
教
授
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
2
0
2
5
年
3
月
末
を
も

っ
て
、
京
大
呼
吸
器
外
科
教
授
職
を

定
年
退
職
し
、
メ
ス
を
置
く
つ
も
り

で
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
米
国

よ
り
お
誘
い
を
い
た
だ
き
、
熟
慮
の

結
果
、
デ
ュ
ー
ク
大
学
に
異
動
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
に
は
デ
ュ
ー

ク
大
学
と
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
は

な
く
、
実
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
さ
え

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
客
観
的
に
考

え
る
と
、
な
ぜ
65
歳
の
日
本
人
を
名

門
デ
ュ
ー
ク
大
学
が
教
授
と
し
て
迎

え
入
れ
て
く
れ
た
の
か
、
不
思
議
な

感
じ
が
し
ま
す
。
多
く
の
人
と
の
つ

な
が
り
や
、
過
去
の
学
術
的
功
績
を

評
価
し
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。

デュー
ク
大
学
は
、す
で
に
2
6
0
0

例
を
超
え
る
肺
移
植
実
績
が
あ
り
、

そ
の
数
は
全
米
一
で
す
。
私
は
、
教

授
と
し
て
肺
移
植
や
肺
癌
の
手
術
を

担
当
し
、
若
手
医
師
や
医
学
生
を
教

育
す
る
責
務
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
年
に
な
っ
て
新
た
な
挑
戦

の
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、
京
大
で
は
多
く
の
人
と

の
出
会
い
が
あ
り
、
戸
口
田
淳
也
先

生
、
山
中
伸
弥
先
生
、
椛
島
健
治
先

生
ら
と
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
仲
間
に
な
り

ま
し
た
。
苦
楽
を
共
に
し
た
多
く
の

教
室
員
、
多
大
な
御
協
力
と
御
支
援

を
賜
り
ま
し
た
芝
欄
会
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
、
日
本
に
お
け
る
女
性
研
究

者
の
少
な
さ
が
課
題
と
し
て
指
摘
さ

れ
続
け
て
い
ま
す
。
京
都
大
学
医
学

分
野
に
お
い
て
も
、
博
士
課
程
へ
と

進
む
女
性
は
一
定
数
存
在
す
る
も
の

の
、
講
師
、
助
教
、
准
教
授
と
キ
ャ

リ
ア
を
積
み
重
ね
る
に
つ
れ
、
そ
の

割
合
は
大
き
く
減
少
し
、
女
性
教
授

は
わ
ず
か
約
10
%
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
（
2
0
2
2
年
度
）。
こ
の
よ

う
な
現
状
で
は
、
研
究
の
道
に
興
味

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
想
像
で
き
な
い
た

め
、
研
究
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
に

対
し
て
消
極
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
医
学
部
女
子
学
生
が
潜
在
的
に

多
く
存
在
す
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
問
題
は
単
に
女
性
の

み
の
課
題
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
男

性
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
に
よ
る
制
約

を
受
け
て
い
る
、
つ
ま
り
「
理
想

の
男
性
像
」
に
縛
ら
れ
て
い
る
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本

で
こ
れ
ま
で
に
実
施
さ
れ
て
き
た
女

性
研
究
者
支
援
策
の
中
に
は
、
女
性

視
点
に
偏
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
多
く
、

男
女
双
方
か
ら
の
反
発
を
招
く
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
間
の
相
互
理
解
を
深
め
、

男
女
双
方
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
包

括
的
な
解
決
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
性
別
に
よ
る
不
均

衡
が
存
在
す
る
社
会
で
は
、
生
き
方

や
選
択
肢
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、
女
性

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
、
ま
た
、
男
女
の
相

互
理
解
を
推
進
し
、
性
別
に
よ
り
キ

ャ
リ
ア
を
制
限
さ
れ
な
い
社
会
を
実

現
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を

模
索
し
、
抜
本
的
な
解
決
策
を
講
じ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
プ
ロ
ジェク
ト
で
は
、
こ
う
し
た

現
状
を
打
開
し
、
日
本
に
お
け
る
新

し
い
医
学
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を

切
り
拓
く
た
め
の
道
標
を
示
す
こ
と

を
最
終
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
私
た
ち
「
F
R
E
E
s
i
a
」は
、

実
際
に
海
外
や
国
内
の
研
究
室
を
訪

問
し
、
様
々
な
研
究
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、
そ
の
内
容
を
と

り
ま
と
め
て
、
制
度
・
文
化
・
社
会

的
側
面
か
ら
多
角
的
に
分
析
し
ま
す
。

そ
う
し
て
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、

日
本
に
お
い
て
女
性
研
究
者
が
少
な

い
原
因
を
究
明
し
、
女
性
の
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
や
男
女
間
の
相
互
理
解
を

促
進
す
る
た
め
の
具
体
的
な
変
革
案

を
提
示
し
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
通
し
て
、
最
終
的
に
は
男
女
関

係
な
く
す
べ
て
の
人
々
が
生
き
生
き

と
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
チ

ー
ム
「
F
R
E
E
s
i
a
」
は
、
京

都
大
学
医
学
部
医
学
科
4
回
生
の
学

生
5
名
（
吉
良
花
蓮
、
小
澤
翔
馬
、

北
畑
圭
亮
、
白
樫
聖
夢
、
速
見
紗
和

子
）
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
京
都
大
学
の

男
女
共
同
参
画
事
業
で
あ
る
「
女
子

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
令
和
6
年
度
）」
に
応
募
し
、
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
詳
し
い
成
果
報
告
等
は
次

号
以
降
の
「
芝
蘭
会
報
」
に
掲
載
予

定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
注
目
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
文
責
・
4
回
生

吉
良
花
蓮
）

学
生
の
活
動
報
告

女
性
医
学
研
究
者
の

キ
ャ
リ
ア
開
拓
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
R
E
E
s
i
a

その1
予告編

νʔϜ໊ʮ'3&&TJBʯͷ༝དྷ
「FREEsia」は、花の「フリージア」に由来します。男女関
係なく、自由にやりたいことに邁進できる社会を実現するた
めには、信頼や感謝といった価値観が必要不可欠です。フリ
ージアの花言葉である「親愛の情」、「友情」、「感謝」は、私
たちのプロジェクトの理念と深く一致していると考え、この
名前を採用しました。また、誰もが自由にその能力を発揮で
きる社会の実現を願い、「Freesia」の「Free」を強調する形
で大文字表記としました。

左から、北畑、速見、吉良、白樫、小澤

17
年
間
の
感
謝
と

新
た
な
挑
戦

デ
ュ
ー
ク
大
学

心
臓
血
管
胸
部
外
科
教
授

伊
達
洋
至

退
任
あ
い
さ
つ

開設 125 周年を迎えた京都大学医学部附属病院

　平成17年度より芝蘭会費の納入
方法として、「銀行口座等からの自
動引き落とし」を採用させていた
だいております。会費納入のお手
間が大幅に省かれ、また、会費の
二重払いの防止にもつながります。
ぜひ、ご利用いただきたくお願い
申しあげます。お手続きについて
は、下記、芝蘭会事務局まで、お
気軽にお問い合わせください。

「芝蘭会費」の納入は、
便利な「自動引き落とし」

をご利用ください

芝蘭会事務局
5&-��075 �751�271��

'"9��075 �752��015
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澤
村
胡
夷
と
野
村
禮
讓

（
逍
遙
之
歌
原
歌
譜
略
解
）

何
、
平
安
の
小
三
里
に

わ
れ
ら
が
夢
を
こ
と
よ
せ
む

吉
田
山
公
園
に
「
紅
も
ゆ
る
丘
の

花
」
と
い
う
記
念
碑
と
三
高
で
も
っ

と
も
人
気
の
あ
っ
た
「
逍
遙
之
歌
」

全
歌
詞
の
碑
が
あ
る
。「
旧
制
第
三

高
寮
歌
の
碑
」
で
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ

を
検
索
す
る
と
歌
詞
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。

じ
つ
は
こ
の
歌
は
寮
歌
で
は
な
く
、

明
治
三
八
年
秋
、
三
年
生
に
な
っ

た
澤
村
專
太
郎＊

（
詩
号
は
胡
夷
）
が
作

歌
・
作
曲
し
た
壱
部
三
年
乙
三
十
八

名
の
た
め
の
ク
ラ
ス
歌
で
あ
る
。

こ
の
歌
に
は
先
行
歌
が
あ
る
。

『
嶽
水
會
雜
誌
三
一
号
一
九
〇
五

年
五
月
三
十
日
号
』
に
掲
載
さ
れ
た

「
覺
醒
之
歌
」
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
胡
夷
は
こ
の
歌
を
作

っ
た
の
か
？
同
年
元
旦
号
「
早
稻

田
學
報
第
百
拾
貮
號
」
に
掲
載
さ

れ
、
胡
夷（
一
八
八
四
生
）
が
詩
を
投

稿
し
定
期
購
読
し
て
い
た
『
文
庫
』

に
転
載
さ
れ
た
好
敵
手
北
原
白
秋

（
一
八
八
五
生
）の
長
編
詩
「
全
都
覚
醒

賦
」（
懸
賞
一
等
）
に
衝
撃
を
う
け
た
か

ら
で
あ
る
。

胡
夷
を
覚
醒
さ
せ
た
も
の
は
ほ
か

に
、
明
治
三
七
年
六
月
一
日
に
刊
行

さ
れ
、
官
立
髙
校
の
校
友
会
雑
誌
部

に
寄
贈
さ
れ
た
『
一
高
寮
歌
集
』
初

版
本
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
四
十
五
曲

は
掲
載
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
れ

に
引
き
換
え
三
高
に
は
ま
だ
十
一
曲

し
か
な
く
、
楽
譜
の
あ
る
も
の
は
六

曲
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

も
う
一
つ
大
き
な
要
因
は
、
野
村

禮
讓
（
明
治
三
三
年
入
学
、
在
籍
六
年
で

卒
業
）が
留
年
し
て
、
明
治
三
八
年
秋

に
壱
部
三
年
乙
ク
ラ
ス
に
合
流
し
た

か
ら
で
あ
る
。
野
村
は
第
一
次
大
谷

探
検
隊
雲
南
省
ル
ー
ト
を
茂
野
純
一

（
仏
教
青
年
会
幹
事  

明
治
三
八
年
壱
部
文
科
）

と
共
に
担
当
し
、
入
学
一
年
先
輩
の

野
村
が
明
治
三
六
年
十
月
十
四
日
、

演
説
討
論
部
演
説
会
例
会
で
「
緬
清

旅
行
談
」
の
タ
イ
ト
ル
で
帰
朝
報
告

し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、『
嶽
水
会
雑
誌
』
第

二
十
一
号（
明
治
三
六
年
二
月
）
雑
報
は

二
人
の
大
谷
探
検
隊
参
加
「
本
校
生

徒
の
印
度
渡
航
」
を
祝
し
て
い
る
。

   

「
本
校
生
徒
野
村
禮
讓
（
一
部
三
年

乙
）、
茂
野
純
一（
一
部
二
年
甲
）の
二
氏

は
十
二
月
三
十
一
日
を
以
て
遠
く
海

を
こ
え
て
印
度
に
向
ふ
。
蓋
し
佛
蹟

探
檢
の
爲
な
り
。
夫
れ
萬
里
の
波
濤

を
越
え
て
異
鄕
に
遊
ぶ
巳
に
男
兒

の
快
事
な
り

況
や
敎
化
を
千
載
に

垂
れ
て
億
兆
の
心
靈
に
無
量
の
光
明

を
與
へ
た
る
わ
が
釋
尊
の
迹
を
訪
ふ

に
於
て
を
や
。
思
ふ
に
大
聖
の
遺
風

兩
氏
を
益
す
る
も
の
多
大
な
ら
ん

願
く
は
兩
氏
幸
に
努
力
せ
よ
」

＊

一

紅
も
ゆ
る
丘
の
花

狹
綠
匂
ふ
岸
の
色

都
の
春
に
嘯
け
ば

月
こ
そ
懸
れ
吉
田
山
。

こ
の
一
番
の
最
初
の
行
に
三
髙
生

も
教
授
も
頭
を
悩
ま
せ
た
。
昭
和

二
三
年
に
も
な
っ
て
（
閉
校
二
年
前
）、

三
高
の
三
学
期
生
物
試
験
に
「
紅

萌
ゆ
る
岡
の
花
」、「
早
緑
匂
ふ
岸
の

色
」、「
都
の
花
」
を
説
明
し
ろ
と
出

題
し
た
の
は
久
米
直
之
教
授
（
昭
和
五

年
理
甲
）。
阪
倉
篤
太
郎
元
教
授
（
明

治
三
五
年
一
文
）
で
さ
え
匙
を
投
げ
た
。

「
お
お
ま
か
に
言
っ
て
わ
れ
わ
れ
の

周
囲
に
『
紅
萌
ゆ
る
岡
の
花
』
な
る

も
の
は
存
在
し
な
い
」
と
断
定
さ
れ

る
始
末
（『
会
報
五
一
』）
だ

っ
た
。「
そ
れ
吉
田
山
下

傳
統
の
花
は
紅
に
燃
へ

神
樂
が
丘
原
頭
歷
史
の

月
は
碧
に
冱
ゆ
･
･
･

見
よ
、
我
等
が
傳
統
の

丘
、
吉
田
山
は
躑
躅
の

花
に
燃
え
て
ゐ
る
で
は

な
い
か
。」（『
会
報
』
六
号

昭
和
九
年
七
月
十
五
日
発
行
）

と
断
定
し
た
岡
本
道
雄

君
（
昭
和
十
二
年
理
乙
）
は

躑
躅
説
。
吉
田
山
＝
神

楽
ヶ
丘
＝
神
陵
＝
紅
も

ゆ
る
丘

と
い
う
の
は
、

寮
生
活
と
は
無
縁
だ
っ

た
階
層
の
固
定
観
念
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

何
の
こ
と
は
無
い
、
柳
緑
花
紅
を

都
の
逍
遙
の
た
め
に
敷
衍
し
た
の
が

一
番
で
、
戦
前
も
戦
後
も
吉
田
寮
の

行
事
と
な
っ
て
い
た
嵐
山
清
遊
の

こ
と
で
あ
る
。
清
遊
に
参
加
し
、
大

堰
川
の
河
川
敷
で
円
陣
を
組
み
「
逍

遙
之
歌
」
を
斉
唱
し
た
寮
生
は
当
然
、

紅
も
ゆ
る
丘
＝
嵐
山
と
思
っ
て
い
た

だ
ろ
う
。

通
常
見
慣
れ
な
い
狹
綠
（
三
高
歌
集

で
は
通
常
表
記
の
早
緑
）
の
表
記
を
好
ん

だ
の
は
『
枕
草
子
』（
柳
な
ど
を
か
し
き

こ
そ
さ
ら
な
れ
、
其
れ
も
未
だ
繭
に
籠
も
り

た
る
こ
そ
を
か
し
け
れ
。
広
ご
り
た
る
は
憎

し
）
に
相
槌
を
打
っ
た
せ
い
か
？

岸
の
色
は
、
お
そ
ら
く
鴨
川
河
川

敷
の
柳
。
鴨
川
の
柳
は
、
新
原
安
郎

（
昭
和
三
年
文
丙
）
作
歌
の
大
正
十
五
年

寮
歌
と
昭
和
三
年
二
月
発
表
の
劔
道

部
歌
に
見
え
る
。

そ
も
そ
も
和
歌
の
世
界
で
は
、
逍

遙
と
は
川
遊
び
の
こ
と
で
あ
る
。
京

に
限
れ
ば
、
大
堰
川
で
の
舟
遊
び
の

こ
と
で
あ
る
。
二
十
一
代
集
を
繙
け

ば
逍
遙
は
詞
書
に
の
み
九
箇
所
出
て

く
る
が
、
そ
の
う
ち
、
七
箇
所
（
金

葉
和
歌
集
か
ら
新
続
古
今
和
歌
集
ま
で
）
は

大
井
川
逍
遙
の
こ
と
で
あ
り
、
一

箇
所
は
鴨
川
（
古
今
和
歌
集  

紀
貫
之
）、

一
箇
所
は
海
（
後
撰
和
歌
集  

小
野
小
町
）

で
あ
る
。

胡
夷
が
明
治
三
八
年
に
作
詩
し
た

野
球
部
歌
一
番
は
以
下
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

春
嵐
峽
の
花
に
醉
ひ

秋
廣
澤
の
月
に
賦
し

ほ
か
に
も
、
嵐
山
の
花
で
は

明
治
四
四
年
野
球
部
歌  

六
番

紅
雲
薰
る
嵐
峽
の

羽
觴
に
古
都
を
偲
ぶ
時

明
治
四
五
年
蹴
球
部
歌  

四
番

春
嵐
山
の
花
の
色

嵯
峨
野
の
秋
の
月
の
影

大
正
四
年
の
寮
歌  

二
番

花
、
嵐
峽
の
靉
靆
に

月
、
嵯
峨
の
野
の
玲
瑯
に

が
あ
る
。

丸
太
町
通
り
を
西
へ
西
へ
と
、
謡

曲
「
嵐
山
」
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
、

逍
遙
の
開
始
で
あ
る
。「
吉
野
の
花

の
種
と
り
し
。
吉
野
の
花
の
種
と
り

し
。
嵐
の
山
に
急
が
ん
。」

壱
部
三
年
乙
組
が
「
逍
遙
之
歌
」

を
都
の
春
に
嘯
け
ば
、
雲
や
霞
は
退

散
し
、
吉
田
山
に
は
満
月
の
お
出
ま

し
さ
（
已
然
形
）。

二

綠
の
夏
の
芝
露
に

殘
れ
る
星
を
仰
ぐ
時

希
望
は
高
く
あ
ふ
れ
つ
ゝ

わ
れ
ら
が
胸
に
湧
き
か
へ
る
。

殘
れ
る
星
（
た
ぶ
ん
夏
の
大
三
角
）
と

あ
る
か
ら
、
夜
が
白
む
ま
で
こ
れ
か

ら
の
進
路
を
話
し
あ
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
胡
夷
が
卒
業
し
た
頃
（
明

治
三
九
年
七
月
）
は
京
大
の
歴
史
は
ま

だ
浅
く
、
法
科
は
七
年
前
、
文
科

は
明
治
三
九
に
開
校
し
た
ば
か
り
で
、

理
系
も
文
系
も
東
大
志
向
だ
っ
た
。

募
集
人
員
の
差
と
教
授
陣
や
図
書
館

の
充
実
度
、
新
着
情
報
量
な
ど
か
ら

み
て
当
然
だ
ろ
う
。
三
高
生
の
法
科

で
は
京
大
進
学
十
六
名
に
た
い
し
て
、

東
大
は
三
十
五
名
、
文
科
で
は
京
大

進
学
四
名
（
胡
夷
を
含
む
）、
東
大
十
四

名
で
あ
る
。
合
計
す
る
と
、
七
割
は

東
大
に
進
学
。

岩
崎
眞
澄
（
大
正
四
年
一
部
乙

和
歌

山
大
学
学
長
）
の
回
想
に
よ
る
と
、
校

門
の
後
ろ
に
芝
生
が
あ
っ
た
ら
し
い

「
春
か
ら
夏
に
か
け
て
ク
ロ
ー
バ
ー

が
生
ひ
茂
つ
て
ゐ
た
が
、
課
業
の
合

間
々
々
に
よ
く
そ
の
上
に
寝
そ
べ
つ

て
、
夢
を
語
つ
た
り
し
た
も
の
だ
。」

ま
た
、
大
正
四
年
の
寮
歌
（
辻
村

三
郎
作
歌
作
曲

大
正
六
年
二
部
甲
）
三
番

に
も
ク
ロ
バ
ー
が
出
て
く
る

ク
ロ
バ
ー
の
芝
生
に
友
と
踞
し

如
意
の
高
嶺
を
仰
ぎ
つ
ゝ

眞
理
と
未
來
を
語
る
時

友
情
淸
く
溶
け
出
づ
る

か
た
く
も
、
濃
く
結
べ
よ

久
遠
の
信
を

な
ぜ
、
希
望
が
溢
れ
る
の
か
？

先
に
述
べ
た
野
村
禮
讓
か
ら
探
検
の

四
方
山
話
や
夜
空
の
星
の
美
し
さ
な

ど
を
聞
か
さ
れ
、「
血
は
靑
壯
の
脉

管
に
湧
き

肉
、
兩
腕
に
躍
る
哉

時
は
來
れ
り
。
覺
醒
の
を
の
こ
よ
、

起
て
よ
」
と
い
う
思
い
を
強
く
し
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

三

千
載
、
秋
の
水
、
淸
く

銀
漢
、
空
に
冱
る
時

か
よ
へ
る
夢
は
崑
崙
の

高
嶺
の
此
方
、
戈
壁
の
原
。

高
嶺
の
此
方
は
野
村
禮
讓
が
踏
破

し
た
仏
教
伝
来
雲
南
省
ル
ー
ト
の
こ

と
で
あ
り
、
戈
壁
の
原
と
い
う
の
は
、

大
谷
探
検
隊
本
隊
の
タ
ク
ラ
マ
カ
ン

砂
漠
（
当
時
は
ゴ
ビ
砂
漠
と
よ
ば
れ
て
い

た
）
ル
ー
ト
で
あ
る
。

澤
村
は
京
大
助
教
授
時
代
、
崑
崙

の
高
嶺
の
此
方
で
あ
る
印
度
ム
ン
バ

イ
の
東
北
、
荒
廃
に
委
さ
れ
て
い
た

ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
窟
院
を
は
じ
め
と
し

て
多
く
の
窟
院
を
訪
れ
、
壁
画
・
石

材
彫
刻
・
彫
刻
的
文
様
・
絵
画
的
文

様
・
銘
文
の
調
査
、
写
真
撮
影
、
模

写
指
導
に
出
か
け
て
い
る
。
高
嶺
の

此
方
の
匂
い
ぐ
ら
い
は
嗅
い
だ
こ
と

に
な
る
。

四

ラ
イ
ン
の
城
や
、
ア
ル
ペ
ン
の

谷
間
の
氷
雨
、
な
だ
れ
雪

夕
べ
は
た
ど
る
北
冥
の

日
の
影
、
暗
き
冬
の
波
。

四
番
は「
覺
醒
之
歌
」七
番
の
焼
き

直
し
で
あ
り
、自
分
の
夢
で
も
あ
る
。

あ
ゝ
花
な
ら
ば
ア
ル
ペ
ン
の

雲
に
お
ご
れ
る
花
す
み
れ
、

あ
ゝ
月
な
ら
ば
北
海
の

波
に
く
だ
く
る
水
の
月

何
、
平
安
の
小
三
里
に

わ
れ
ら
が
夢
を
こ
と
よ
せ
む

胡
夷
は
獨
逸
語
を
第
一
外
国
語
と

す
る
第
一
部
法
科
乙
に
入
学
し
、
彦

根
中
学
時
代
か
ら
ハ
イ
ネ
の
愛
読
者

だ
っ
た
。
事
実
、「
逍
遙
之
歌
」
発
表

前
の
同
年
七
月
に
『
新
小
説
』
に
投

稿
し
た
詩
「
北
の
守
か
げ
よ
り
」
に

ハ
イ
ネ
の
詩
「D

äm
m

ernd
liegt

der
Som

m
erabend

」（
夏
の
夕
影

の
）
を
一
部
引
用
し
て
い
る
。
自
分

の
夢
を
語
っ
て
い
る
が
、
京
大
進
学

前
か
ら
、
東
洋
美
学
専
攻
を
決
め
て

い
た
胡
夷
は
東
洋
仏
教
美
術
品
の
研

究
を
も
志
し
て
い
た
。
大
正
十
二
年
、

文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
、
支
那
、

欧
州
（
英
仏
独
）、
米
国
を
旅
し
、
ス

ヴ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
が
持
ち
帰
っ
た

も
の
を
も
模
写
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、

戈
壁
の
原
の
匂
い
を
嗅
い
だ
の
で
あ

る
。
小
三
里
は
唐
全
盛
期
長
安
の
東

西
の
長
さ
（
二・四
八
里
）
で
、
要
す
る

に
都
城
を
意
味
す
る
。

五

あ
あ
、
故
鄕
よ
、
野
よ
、
花
よ

此
處
に
は
も
ゆ
る
六
百
の

光
も
、
胸
も
、
春
の
扉
に

嘯
く
水
や
、
故
都
の
月
。

明
治
三
八
年
九
月
三
十
日
付
け
の

三
高
名
簿
に
は
五
八
九
名
が
登
録
さ

れ
て
い
る
。
後
半
は
難
解
。「
嘯
き

見
ず
や
」
と
採
譜
の
と
き
に
聞
き
違

え
ら
れ
、
明
治
四
四
年
の
初
版
本
か

ら
固
定
化
し
、
そ
の
よ
う
に
歌
わ
れ

続
け
ら
れ
た
。

春
の
扉（
と
）＝
春
の
戸
＝
春
を
閉

じ
込
め
て
い
る
戸
と
す
る
と
、
春
の

戸
を
開
く
の
は
鶯
（
西
行
）
で
あ
り
、

廣
瀨
旭
莊
の
私
塾
咸
宜
園
の
門
を
敲

く
の
は
「
雨
と
詩
人
と
落
花
」
で
あ

る
が
、
三
髙
生
の
春
（
光
と
希
望
に
も

ゆ
る
胸
）
も
、
季
節
と
し
て
の
春
を
も

閉
じ
込
め
て
い
る
戸
を
叩
い
て
扉
を

開
く
の
は
大
堰
川
の
川
音
と
粒
子
と

し
て
の
月
光
（
粒
子
説
は
明
治
三
八
年
）

と
い
う
こ
と
か
。

偸
安
男
子
の
事
な
ら
ず
、
立
て
立

て
神
陵
の
健
男
兒
、
第
一
・
第
二
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
は
小
野
秀
雄＊

君
と
澤
村

専
太
郎
君
の
役
、
大
櫻
章
旗
は
野
村

禮
讓
君
に
持
た
せ
、
平
安
の
小
三
里

を
抜
け
て
嵐
山
に
出
て
来
い
と
誘
っ

て
い
る
。

六

そ
れ
、
京
洛
の
岸
に
散
る

三
歲
の
春
の
花
嵐

そ
れ
、
京
洛
の
山
に
咲
く

三
歲
の
秋
の
初
紅
葉
。

六
番
か
ら
受
け
る
印
象
は
、
や
は

り
、
嵐
山
一
帯
で
あ
る
。
春
に
は
毎

年
嵐
山
に
出
か
け
て
い
た
が
、
初

紅
葉
と
あ
る
か
ら
、
秋
は
三
年
生

の
と
き
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
こ

う
い
う
表
現
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
六
番
は
十
一
番
あ
る
歌
詞

の
中
で
は
間
奏
曲
の
役
割
を
負
わ
さ

れ
、
七
・
八・
九
番
は
書
籍
逍
遙
へ

と
一
転
す
る
。

七

左
手
の
書
に
う
な
づ
き
て

夕
べ
の
風
に
吟
ず
れ
ば

碎
け
て
飛
べ
る
白
雲
の

空
に
は
高
し
、
如
意
ケ
嶽
。

胡
夷
は
彦
根
中
学
時
代
か
ら
小
唄

と
謡
曲
が
趣
味
だ
っ
た
の
で
、
逍
遙

之
歌
を
作
る
と
き
謡
曲
「
百
萬
」
あ

た
り
を
口
ず
さ
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
？
「
雲
に
流
る
ゝ
大
井
河
。
誠

に
浮
世
の
嵯
峨
な
れ
や
。
盛
過
ぎ
行

く
山
櫻
嵐
の
風
。
松
の
尾
小
倉
の
里

の
夕
霞
。」
因
み
に
、
胡
夷
の
京
大

卒
論
は
「
日
本
詩
律
論
」
で
あ
る
。

白
雲
は
な
ぜ
砕
け
て
飛
ん
で
行
っ
た

の
か
。
吟
じ
た
自
分
の
謡
曲
の
練
達

度
ま
だ
ま
だ
で
、
遏
雲
「
声
は
林
木

を
振
る
は
せ
、
響
き
は
行
雲
を
遏

む
」（
列
子
湯
問
篇
）
の
ご
と
き
素
晴

ら
し
い
声
調
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ

ろ
う
。
謙
遜
し
て
み
せ
た
か
？

八

神
樂
ケ
丘
の
は
つ
し
ぐ
れ

老
樹
の
梢
傳
ふ
時

穗
燈
か
ゝ
げ
吟
む

先
哲
至
理
の
敎
に
も
。

三
高
生
が
老
樹
で
連
想
し
た
の
は

三
高
本
館
の
北
側
に
あ
っ
た
二
本
の

雄
松（
雙
松
樹
）
だ
ろ
う
。
紀
念
祭
歌

で
は
も
っ
と
も
高
名
な
「
櫻
の
若

葉
」（
深
尾
巢
阜
作
歌  

明
治
四
四
年
）
以

後
、
三
高
歌
集
に
は
十
一
箇
所
に
顔

を
だ
す
。
大
正
年
間
台
風
で
倒
木
し

落
雷
（
一
九
三
四
）
で
枯
れ
、
二
本
松

町
の
名
に
名
残
り
を
留
め
る
。
胡

夷
が
三
度
目
の
下
宿
先
の
浄
土
宗

西
山
禅
林
寺
派
佛
光
寺
（
左
京
区
正

往
寺
町

胡
夷
は
こ
こ
に
眠
る
）
の
樹
齢

二
百
五
十
年
（
二
〇
〇
四
年
当
時
）
の

臥
龍
松
（
令
和
早
々
枯
死
）
は
、
水
滴

が
木
梢
を
横
に
伝
わ
っ
て
い
っ
て
も

よ
さ
そ
う
な
枝
ぶ
り
だ
っ
た
。

次
の
九
番
を
西
洋
と
す
る
と
、
八

番
は
、
吟

く
ち
ず
さむ

と
あ
る
か
ら
、
先
哲
至

理
の
教
と
は
荘
子
（
中
で
も
逍
遥
遊
篇
）

で
あ
ろ
う
か
。
荘
子
と
晩
翠
（
と
く
に

星
落
秋
風
五
丈
原
）・
藤
村
は
寮
歌
作
り

の
必
読
書
で
あ
っ
た
。
中
国
文
学
で

は
東
大
文
科
に
進
学
し
た
中
俣
正
法

（『
帝
範
・
臣
軌
』
邦
訳
者
）
の
こ
と
を
考

慮
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

九

あ
あ
、
ま
た
遠
き
四
千
年

血
潮
の
史
や
西
の
子
の

榮
枯
の
夢
を
思
ふ
に
も

胸
こ
そ
躍
れ
、
若
き
身
に
。

こ
れ
は
西
洋
、
希
臘
羅
馬
の
こ
と

を
想
起
さ
せ
る
。
逍
遙
の
先
輩
ヘ
ロ

ド
ト
ス
の『
歴
史
』、ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ

デ
ス
の『
戦
史
』、
さ
ら
に
は
カ
エ
サ

ル
の『
ガ
リ
ア
戦
記
』で
も
読
ん
で
い

た
か
。
こ
の
歌
詞
を
見
て
胸
が
躍
っ

た
の
は
東
大
に
進
学
し
た
田
中
秀
央＊

や
木
村
満
三
、
前
田
太
郎
あ
た
り
で

あ
ろ
う
か
。
三
が
中
国
、
四
が
西
洋
。

八
が
中
国
、
九
が
西
洋
と
巧
み
な
構

成
に
な
っ
て
い
る
。

十

希
望
は
照
れ
り
。
東
海
の

み
富
士
の
裾
の
山
櫻

歷
史
を
ほ
こ
る
二
千
載

神
武
の
子
ら
の
起
て
る
今
。

最
後
は
日
本
国
。
作
詩
さ
れ
た
明

治
三
八
年
秋
、
日
本
は
戦
勝
に
湧
い

た
が
、
三
高
生
（
神
武
の
子
）
も
同
じ

こ
と
。
当
時
の
折
田
彥
一
校
長
と
東

郷
大
将
と
は
薩
摩
の
兵
児
仲
間
だ
っ

た
。
山
櫻
に
吉
野
や
嵐
山
を
結
び
付

け
な
か
っ
た
の
は
、
富
士
と
山
櫻
が

日
本
の
象
徴
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

十
一  

あ
あ
洛
陽
の
花
が
す
み

  

櫻
の
も
と
の
健
兒
ら
が

  

今
、
逍
遙
に
、
月
白
く

  

靜
か
に
照
れ
り
。
吉
田
山
。

一
番
（
序
章
）
と
照
応
し
て
い
る
。

吉
田
山
が
二
回
出
て
く
る
と
い
う
こ

と
は
、
集
合
も
解
散
も
此
処
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
明
治
三
八
年

に
は
吉
田
山
は
す
で
に
三
高
の
聖
地

と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

嵐
山
の
櫻
を
満
喫
し
、
吉
田
山
に

帰
っ
て
み
る
と
一
番
で
歌
っ
た
如
く
、

月
は
吾
々
の
歌
に
感
じ
入
り
、
東
山

を
出
て
、
吉
田
山
を
煌
煌
と
照
ら

し
て
し
て
い
る
（
白
月
）
で
は
な
い

か
。
三
高
の
移
建
・
帝
大
設
立
以

後
は
、
遊
宴
の
地
（
都
林
泉
名
勝
図
会

一
七
九
九
年
）
と
し
て
の
山
の
賑
い
は

失
わ
れ
た
の
で
、
月
は
静
か
に
照
っ

て
い
る
。

特
別
寄
稿

昭
和
52
年
卒
丁
巳
会
委
員

岩
辻

賢
一
郎

＊
印
の
人
物
は
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
参
照
。
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事
務
局
か
ら

平
成
17
年
4
月
か
ら
の
「
個
人
情

報
保
護
法
」
の
全
面
施
行
に
よ
り
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
厳
し
い
制

約
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
会
員
の
連
絡
先
等
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
必
要
理
由
等
を
明
記
の

上
、
郵
便
ま
た
は
F
A
X
に
よ
り
事

務
局
ま
で
ご
送
付
く
だ
さ
い
。
電
話

で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
致

し
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

FAX
0
7
5
─

7
5
2
─

4
0
1
5

原

稿

募

集

*  *  *

芝
蘭
会
報
は
、
会
員
の
皆
様
の
情

報
交
換
・
意
見
発
表
の
場
で
あ

り
ま
す
。
支
部
活
動
、
ク
ラ
ス
会
、

会
員
の
著
書
の
紹
介
（
自
薦
・
他

薦
）
及
び
医
学
・
医
療
等
に
関
す

る
ご
意
見
等
を
寄
稿
く
だ
さ
い
。

な
お
、
送
付
先
はFAX

（075-

752-4015

）
ま
た
は
、E-m

ail

（info@
shirankai.or.jp

）で
お
願

い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
原
稿
の

採
用
及
び
掲
載
時
期
に
つ
い
て

は
、
編
集
委
員
会
で
決
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

芝
蘭
会
報
編
集
委
員
会

芝
蘭
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

森
信
暁
雄

委
員

中
村
保
幸
、
吉
岡
秀
幸
、

清
川
岳
彦
、
園
部
誠
、
松
村
由
美
、

甲
斐
亜
沙
子
、
諫
田
淳
也

芝
蘭
会
雑
誌
部

顧
問

森
信
暁
雄

部
員

（
6
回
生
）
三
宅
大
河
、
小
林
空
暉
、

小
澤
向
陽
、
野
洲
春
菜

（
4
回
生
）
大
島
輝
、
福
田
大
智
、

反
田
武
志

（
3
回
生
）
奥
村
圭
一
郎
、
田
中
春
輝
、

木
田
雄
大
、  

周
新
陽
、
永
山
幹
太
、  

伊
東
和
央

（
2
回
生
）
石
田
匠
、  

中
塚
昌
宏
、

大
神
心
太
朗
、
木
村
淳
、
浅
野
優
之
助

芝
蘭
会
事
務
局

事
務
局
長

山
田
均

管
理
課
長

森
勝
二

総
務
課

秋
山
和
美

制
作
協
力

京
都
通
信
社

※
R6.3.31 飯間 麻美 辞任

京都大学医学部附属病院 先端医療研究開発機構特定講師 
➡︎ 名古屋大学大学院医学系研究科新規低侵襲画像診断法基盤開発研究
寄附講座特任教授

R6.9.30 高橋 由光 辞任 健康情報学准教授 ➡︎ パブリックへルス実装学講座（産学共同）特定教授 

R6.9.30 栗山 明 辞任 初期診療・救急科講師 ➡︎ McMAster University 客員教授 

R6.9.30 上村 紀仁 辞任 多系統萎縮症治療学講座特定講師 ➡︎ 同研究員（非常勤） 

R6.9.30 坂野 晴彦 辞任 先端医療研究開発機構准教授 ➡︎ iPS 細胞研究所特定研究員 

R6.10.1 WALINDA, Erik 昇任 医学教育・国際化推進センター国際化推進部門助教 ➡︎ 同講師 

R6.10.1 松本 理器 採用 神戸大学教授 ➡︎ 臨床神経学教授 

R6.10.1 堀江 貴裕 昇任 循環器内科学講師 ➡︎ 同准教授 

R6.10.1 松村 康史 採用 臨床病態検査学准教授 ➡︎ 検査部准教授 

R6.10.1 丹治 正大 採用 脳神経外科助教 ➡︎ 医療機器等開発規制科学講座特定講師 

R6.10.31 池田 華子 辞任 眼科特定准教授 ➡︎ 大阪医科薬科大学眼科学教室特務教授 

R6.11.1 伊藤 孝司 昇任 肝胆膵・移植外科学講師 ➡︎ 同准教授 

R6.11.1 油谷 曉 採用 医療情報企画部特定講師 ➡︎ 同講師 

R6.11.1 寺本 祐記 昇任 臓器移植医療部助教 ➡︎ 同講師 

R6.11.1 竹内 康英 昇任 病理診断部助教 ➡︎ 病理部講師 

R6.11.1 宇藤 恵 採用 放射線治療科助教 ➡︎ 同特定講師    

R6.12.1 牧山 武 採用 地域医療システム学講座特定講師 ➡︎ 循環器内科学講師 

R6.12.31 田守 洋一郎 辞任 分子腫瘍学准教授 
➡︎ University of Louisiana at Lafayette Assistant Professor 

R6.12.31 静田 聡 辞任 循環器内科講師 ➡︎ 日本赤十字社和歌山医療センター部長 

R7.1.1 山田 博之 昇任 初期診療・救急科助教 ➡︎ 同講師 

R7.1.1 山本 伸也 昇任 腎臓内科助教 ➡︎ 同講師 

R7.1.1 川島 雅央 昇任 乳腺外科助教 ➡︎ 同講師 

R7.1.1 板谷 喜朗 昇任 消化管外科助教 ➡︎ 医療器材部講師 

※前号（216号）に掲載漏れがございました。お詫びいたします。

西村 博 昭和 9 年卒

山尾 吉郎 昭和 9 年卒

小野 千代雄 昭和 10 年卒

吉武 顯 昭和 18 年卒 令和 6 年 11 月 24 日

木村 和郎 昭和 21 年卒 令和 6 年 12 月 30 日

保川 圭司 昭和 22 年卒

時田 喬 昭和 24 年卒 令和 6 年 12 月 22 日

宮本 正司 昭和 24 年卒 令和 6 年 9 月 10 日

小野村 敏信 昭和 27 年卒

平野 朝雄 昭和 27 年卒 令和 1 年 7 月 25 日

高木 隆郎 昭和 28 年卒 令和 6 年 9 月 27 日

林 慶一 昭和 28 年卒 令和 6 年 7 月 13 日

上田 茂夫 昭和 29 年卒 令和 6 年 10 月 18 日

高山 之男 昭和 29 年卒

日沖 温 昭和 29 年卒 令和 6 年 10 月 6 日

八幡 三喜男 昭和 29 年卒 令和６年 12 月

山下 脩 昭和 29 年薬卒 令和 6 年 3 月 13 日

大江 慶治 昭和 30 年卒 令和 5 年 7 月 27 日

笹川 貞代 昭和 30 年薬卒 令和 6 年 11 月 12 日

遠藤 治郎 昭和 31 年卒 令和 6 年 6 月 15 日

杉山 武敏 昭和 32 年卒 令和 7 年 1 月 10 日

金森 修吾 昭和 34 年卒 令和 5 年 4 月 1 日

川村 修 昭和 34 年卒 令和 6 年 9 月 18 日

小西 與承 昭和 34 年卒 令和 6 年 10 月 7 日

三須 良實 昭和 34 年卒 令和 6 年 10 月 6 日

森下 玲児 昭和 35 年卒 令和 6 年 11 月 13 日

堀 清記 昭和 36 年卒 令和６年６月

室家 大久 昭和 36 年卒 令和６年９月

八木 芳樹 昭和 36 年卒 令和 6 年 7 月 2 日

小野 克彦 昭和 37 年卒

粉川 皓仲 昭和 37 年卒 令和 6 年 11 月 17 日

大隅 喜代志 昭和 38 年卒 令和 6 年 10 月 20 日

石谷 良二 昭和 39 年卒 平成 25 年 2 月 9 日

井家 久雄 昭和 39 年卒 平成 28 年 1 月 23 日

野口 一成 昭和 39 年卒

遠藤 克昭 昭和 40 年卒 令和５年

井田 健 昭和 42 年卒 令和 4 年 12 月 8 日

本村 正一 昭和 43 年卒 令和 6 年 9 月 10 日

石原 続雄 昭和 45 年卒 令和 6 年 3 月 25 日

林 拓二 昭和 45 年卒 令和 6 年 12 月 14 日

百名 克文 昭和 54 年卒 令和 5 年 1 月 30 日

繁本 清美 教室会員 解剖 2 令和 6 年 2 月 10 日

中津川 直人 教室会員 解剖２ 平成 16 年 11 月 23 日

松林 新一 教室会員 外科 令和 6 年 12 月 12 日

小山 信一 教室会員 眼科 令和 7 年 1 月 16 日

三浦 昌生 教室会員 眼科

亀井 京子 教室会員 小児科 令和 5 年 11 月 18 日

人
事
異
動

  謹んでご冥福をお祈りいたします     　　　 日付はご逝去日

この度、令和6年11月末に「芝蘭会会員名簿」を刊行いたしました。名簿作
成にあたり、会員の皆様から快く異動情報等をお寄せいただき、感謝申し上
げます。会員名簿をご希望の方は芝蘭会事務局までお問い合わせください。

● 会員名簿： A4 判、909 頁
● 会員頒布代 ： 1 部 5,500 円（消費税を含む）
　※但し、会費納入者に限る。その他は 11,000 円（税込）
● 送料 ： 900 円

7�ճɾ202�（令和�）年൛�

 「芝蘭会会員名簿」  を刊行しました！

芝蘭会事務局 5&- 075 �751�271��
'"9�075 �752��015

訂正とお詫び　
芝蘭会報第217号 1頁の「令和6年度 春の叙勲」の記事に誤りがありました。
【誤】 瑞宝重光章　千葉 幸夫
【正】 瑞宝中綬章　千葉 幸夫

会員ならびに関係者の皆様には、大変ご迷惑をおかけいたしました。
謹んでお詫びいたします。




